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第３次中長期事業計画を策定・推進

理
念
体
現
し
た
人
材
を
育
成

防
災
教
育
・
拠
点
機
能
高
め
る

　
佐
藤
圭
一
学
長
の
任
期
満
了
（
令
和
７
年
３
月
31
日
）
に
伴
う

次
期
学
長
候
補
者
選
考
が
行
わ
れ
、
理
事
会
は
、
後
任
と
し
て
田

原
淳
子
体
育
学
部
教
授
を
第
13
代
の
学
長
に
選
任
し
た
。
就
任
は

４
月
１
日
付
。
任
期
は
令
和
10
年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
。
大

正
６
年
の
創
立
以
来
、
初
の
女
性
学
長
の
誕
生
と
な
る
。
田
原
教

授
は
所
信
と
し
て
、「
教
育
理
念
の
継
承
・
浸
透
」「
人
間
性
豊
か

な
人
材
育
成
」「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
教
育
支
援
体
制
の
整
備
・
強
化
」

な
ど
５
つ
を
掲
げ
、
教
育
活
動
の
一
層
の
充
実
と
社
会
連
携
・
国

際
交
流
の
推
進
な
ど
を
軸
に
、次
世
代
を
見
据
え
た
近
年
の
改
革
・

改
善
の
流
れ
を
着
実
に
遂
行
す
る
と
決
意
を
示
し
て
い
る
。

　
選
考
に
先
立
ち
、
理
事
会

は
昨
年
10
月
30
日
付
で
選
考

委
員
会
を
設
置
。
同
委
員
会

は
、
選
考
の
公
示
や
候
補
者

推
薦
受
付
を
行
い
、
審
議
を

経
て
、
11
月
18
日
に
学
長
候

補
者
１
人
を
公
示
し
た
。

　
そ
の
後
、
候
補
者
に
よ
る

学
内
立
会
い
演
説
会
が
12
月

４
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
３

キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
、
20

日
に
は
学
内
意
向
聴
取
投
票

を
実
施
（
不
在
者
投
票
は
14

～
19
日
）。
9６
・
３
％
の
信

認
率
を
受
け
て
、
１
月
８
日

の
同
委
員
会
で
理
事
会
に
推

薦
す
る
最
終
候
補
者
に
決
定

し
、
29
日
開
催
の
理
事
会
で

の
審
議
お
よ
び
評
議
員
会
の

同
意
を
経
て
、
田
原
教
授
の

４
月
委
嘱
が
決
定
さ
れ
た
。

選
任
の
公
示
は
30
日
付
。

　
教
職
員
を
対
象
と
し
た
学

内
立
会
い
演
説
会
で
田
原
教

授
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
創

始
者
ピ
エ
ー
ル
・
ド
・
ク
ー

ベ
ル
タ
ン
が
唱
え
た
オ
リ
ン

ピ
ズ
ム
の
思
想
を
紹
介
し
、

　
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
新
年
早
々
、 

能
登
半
島

地
震
と
い
う
大
災
害
に
見
舞
わ

れ
、
甚
大
な
被
害
、 

多
く
の
犠
牲

者
を
う
み
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、

各
地
で
猛
暑
、
豪
雨
な
ど
の
異
常

気
象
、
自
然
災
害
と
対
峙
す
る
年

で
し
た
。
災
害
に
加
え
て
政
治
経

済
の
変
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
直
面
し
、
そ
れ
ら
の
困
難
を
乗

り
越
え
、
復
興
と
発
展
を
目
指
す

人
々
の
努
力
も
、
多
く
目
に
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
ら
の
出
来
事
を
歴
史
に
刻

　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
は
昭
和
50
年
に
本
学
政
経
学

部
に
入
学
し
今
年
で
半
世
紀
と
な

り
、
創
立
１
０
８
年
を
迎
え
た
国

士
舘
の
半
分
の
歴
史
を
共
有
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
入
学
時
は
創

立
者
・
柴
田
德
次
郎
先
生
が
逝
去

さ
れ
た
２
年
後
で
す
。そ
の
頃
、国

士
舘
で
は
過
度
な
戦
後
民
主
主
義

の
波
が
押
し
寄
せ
、
国
士
舘
教
育

の
支
柱
で
あ
る
科
目
や
行
事
な
ど

が
廃
止
さ
れ
、
学
生
が
愛
校
心
を

育
む
機
会
が
十
分
と
は
い
え
な
い

時
代
が
続
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
教
訓
を
背
景
と
し

み
未
来
へ
の
教
訓
と
し
て
生

か
す
こ
と
が
重
要
で
す
。 

災
害
の
情
報
収
集
、
激
甚
化

対
策
は
も
ち
ろ
ん
、
過
疎
化

や
人
手
不
足
な
ど
の
対
応
と

し
て
、
今
は
各
種
機
能
を
持

つ
ド
ロ
ー
ン
が
多
方
面
で
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
本
学
は
、

大
学
内
で
ド
ロ
ー
ン
の
国
家

試
験
を
取
得
で
き
る
体
制
を
整
備

し
、
国
家
資
格
で
あ
る 

無
人
航

空
機
操
縦
士
資
格
の
実
技
試
験
実

施
機
関
と
し
て
、
昨
年
、
国
土
交

通
省
か
ら
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

ド
ロ
ー
ン
の
技
術
が
７
学
部
の
領

域
を
越
え
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
、

学
生
・
卒
業
生
に
は
ぜ
ひ
資
格
取

得
に
挑
戦
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き

く
変
化
す
る
中
、
既
成
概
念
に
と

ら
わ
れ
な
い
豊
か
な
発
想
と
柔
軟

な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
家
社
会
に
貢
献
で
き
る
知
力
と

胆
力
を
備
え
た
人
材
の
養
成
と
い

う
、
本
学
園
の
建
学
理
念
を
継
承

す
る
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、 

学
園
横
断
の
防
災
教
育
、
防
災
拠

点
大
学
と
し
て
の
機
能
を
よ
り
高

め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
本
学
園
は
こ
れ
ま
で
、
中
長
期

事
業
計
画
を
策
定
し
２
期
10
年
に

わ
た
り
、
設
置
す
る
大
学
、
大
学

院
、
高
等
学
校
、
中
学
校
の
改
革

を
推
進
し
、
多
く
の
重
点
目
標
を

達
成
し
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

新
年
度
に
は
次
の
５
カ
年
を
実
行

期
間
と
す
る
第
３
次
中
長
期
事
業

計
画
を
提
示
し
、 

世
田
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
５
棟
の
建
て
替
え
を
中
心
と

す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
整
備
事
業

と
連
動
し
て
進
め
る
予
定
で
す
。

本
計
画
の
実
現
は
、
ソ
フ
ト
・
ハ

ー
ド
両
面
に
お
い
て
、
国
士
舘
の

私
学
に
お
け
る
存
在
意
義
確
立
の

た
め
に
決
定
的
意
味
を
持
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
先
い
か
に
歴
史
が
変
わ
ろ

う
と
も
、
常
に
人
と
の
関
わ
り
の

中
で
お
互
い
に
支
え
合
っ
て
い
く

こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
常
時
に
作
り
上
げ
ら
れ
た
こ
の

よ
う
な
絆
は
、
災
害
発
生
時
に
は

な
お
一
層
強
く
求
め
ら
れ
る
も
の

で
す
。
本
年
も
社
会
に
求
め
ら
れ

る
国
士
舘
で
あ
り
続
け
る
た
め

に
、
各
種
事
業
に
ま
い
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
併
せ
て
、
創
立
１
１
０
周
年
記

念
事
業
募
金
へ
の
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

て
、
昨
年
４
月
か
ら
「
国
士
舘
を

学
ぶ
」
を
中
心
と
し
た
全
学
共
通

教
育
を
開
始
し
ま
し
た
。
文
理
の

垣
根
を
超
え
た
幅
広
い
学
問
的
視

野
や
、
自
律
的
に
課
題
を
見
つ
け

解
決
に
つ
な
げ
る
た
め
の
力
の
修

得
を
目
指
す
と
と
も
に
、
本
学
の

歴
史
や
伝
統
、
国
士
舘
精
神
を
学

ぶ
自
校
教
育
を
必
修
科
目
と
し
て

い
ま
す
。

　
そ
の
狙
い
は
、
私
学
と
し

て
の
存
在
意
義
を
明
確
に

し
、
建
学
の
精
神
と
教
育
理

念
を
修
め
た
国
士
舘
生
が
、

卒
業
後
も
誇
り
を
持
っ
て
本

学
を
語
れ
る
こ
と
。
加
え
て

創
立
者
な
ら
び
に
先
人
達
・

卒
業
生
へ
の
敬
意
と
感
謝
、

未
来
の
国
士
舘
へ
の
思
い
が

状
況
に
あ
っ
て
、
国
士
舘
は
一
体

と
な
っ
て
慧
眼
を
得
て
、
不
断
の

改
革
・
改
善
を
断
行
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
学
に
は
、
人
々
の
心
の
琴
線

に
触
れ
る
建
学
の
精
神
と
教
育
理

念
が
あ
り
ま
す
。
日
本
人
の
精
神

文
化
を
継
承
す
る
国
士
舘
に
は
、

決
し
て
他
に
比
肩
を
許
さ
な
い
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
の
大
学
と
し
て
十
分

な
資
格
が
あ
る
の
で
す
。

　
今
年
度
で
学
長
の
任
を
終
え
る

に
あ
た
り
、
あ
ら
た
め
て
国
士
舘

の
果
た
す
べ
き
役
割
と
展
望
を
申

し
述
べ
ま
し
た
。

　
創
立
者
そ
し
て
先
人
の
方
々
に

よ
っ
て
灯
さ
れ
た
炎
は
、
国
士
舘

関
係
者
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
、

赤
々
と
燃
え
上
る
松
明
（
た
い
ま

つ
）
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
松
明

に
さ
ら
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注

ぎ
、
次
代
を
担
う
方
々
に
受
け
継

が
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

大澤英雄理事長佐藤圭一学長

　本学は新年あいさつ行事を１月４日、世
田谷キャンパス多目的ホールで開催し、学
園役職者・教職員が一堂に会し、この一年
の一層の飛躍を期した。瀬野隆常任理事は

大澤英雄理事長のあいさつを代読し、新年
度に示す第３次中長期事業計画に国士舘キ
ャンパス環境整備事業を連動させ着実に推
進していくと述べ、佐藤圭一学長は、自校

教育による建学の精神と教育理念を体現し
た人材輩出の意義について触れ、不断の改
革・改善によって、社会の負託に応えてい
くと述べた。

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
公
認
Ｃ
級
ラ
イ
セ
ン
ス

指
導
者
資
格 

取
得
可
能
に

昨年の東京マラソンＥＸＰＯ 2024の
本学展示ブース

　
本
学
は
、
公
益
財
団
法
人

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
（
Ｊ
Ｆ

Ａ
）
の
指
導
者
養
成
講
習
機

関
と
し
て
認
定
申
請
を
行

い
、
令
和
７
年
度
に
開
講
す

る
予
定
で
準
備
を
進
め
て
い

る
。
受
講
対
象
は
本
学
21
世

紀
ア
ジ
ア
学
部
の
学
生
と

し
、
８
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
経
て
、
サ
ッ
カ
ー
の
基
礎

レ
ベ
ル
の
指
導
が
で
き
る

「
Ｊ
Ｆ
Ａ
公
認
Ｃ
級
指
導
者

ラ
イ
セ
ン
ス
」
の
取
得
が
可

能
。
競
技
経
験
の
有
無
は
問

わ
な
い
。

　
受
講
料
は
１
万
円
程
度
を

予
定
し
て
お
り
、
通
常
の
５

分
の
１
程
度
。
講
師
は
、
Ａ

級
も
し
く
は
Ｂ
級
の
資
格
を

も
つ
本
学
サ
ッ
カ
ー
部
の
現

役
コ
ー
チ
や
卒
業
生
が
当
た

る
。ラ
イ
セ
ン
ス
の
種
類
は
、

プ
ロ
選
手
を
指
導
で
き
る
Ｓ

級
か
ら
子
ど
も
へ
の
指
導
が

中
心
の
Ｄ
級
ま
で
５
段
階
あ

り
、
Ｃ
級
は
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
を
対
象
に
基
礎
レ
ベ

ル
の
指
導
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
学
校
の
ク
ラ
ブ
指
導
の
ほ

か
、
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
世
界

各
国
の
ラ
イ
セ
ン
ス
と
の
互

換
性
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、

海
外
で
指
導
す
る
こ
と
も
で

き
る
。令
和
８
年
度
以
降
は
、

全
学
部
の
学
生
を
受
講
可
能

と
す
る
。

　
講
習
会
の
担
当
者
は
「
指

導
者
の
視
点
を
学
ぶ
こ
と

で
、
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
の

理
解
が
促
さ
れ
、
キ
ャ
リ
ア

の
選
択
肢
を
広
げ
る
機
会
と

も
な
る
」
と
話
し
、「
ぜ
ひ
受

講
し
て
取
得
を
目
指
し
て
ほ

し
い
」と
呼
び
か
け
て
い
る
。

時
代
を
超
え
た
理
念
継
承
の

意
義
を
説
明
。
そ
の
上
で
、

国
士
舘
創
立
の
理
念
に
つ
い

て
触
れ
、「
建
学
の
精
神
を
堅

持
し
、
そ
の
理
念
を
教
育
の

中
に
浸
透
さ
せ
て
い
く
の
が

私
た
ち
の
使
命
」と
述
べ
た
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
だ
今

日
で
も
、
生
身
の
人
間
の
直

接
的
な
体
験
や
相
互
の
心
の

交
流
が
学
生
の
成
長
を
大
き

く
引
き
出
す
と
し
、
社
会
と

の
連
携
に
よ
る
実
体
験
、
国

際
交
流
に
よ
る
異
文
化
理

解
、
地
球
市
民
と
し
て
の
自

覚
を
促
す
教
育
な
ど
、
人
間

性
豊
か
な
人
材
育
成
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
る
た
め
の
社
会

連
携
・
国
際
交
流
を
推
進
す

る
と
し
た
。

　
ま
た
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
や

時
代
の
変
化
に
適
応
し
た
分

野
横
断
型
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

編
成
の
推
進
な
ど
、
よ
り
深

　
令
和
６
年
度
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
イ
を
昨
年
11
月
３

日
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
多

目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
全

国
各
地
か
ら
卒
業
生
ら
約
２

５
０
人
が
来
校
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
佐
藤
圭

一
学
長
は
本
学
の
近
況
を
述

べ
、
新
た
に
今
年
度
開
講
の

全
学
共
通
教
育
科
目
で
は
国

士
舘
の
成
り
立
ち
や
校
名
に

込
め
ら
れ
た
理
念
を
学
ぶ
こ

と
で
母
校
へ
の
誇
り
と
愛
校

心
の
醸
成
を
図
る
、と
紹
介
。

「
私
学
・
国
士
舘
の
存
在
意

義
を
教
育
活
動
の
す
べ
て
に

浸
透
さ
せ
る
」
と
話
し
、
教

育
研
究
環
境
の
整
備
に
対
す

る
支
援
を
呼
び
か
け
た
。

　
続
い
て
、
瀬
野
隆
常
任
理

事
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
国

士
舘
創
建
の
理
念
や
そ
れ
を

象
徴
す
る
国
士
舘
大
講
堂
の

保
存
事
業
を
紹
介
し
、「
普

遍
性
の
維
持
と
時
代
の
変
化

へ
の
対
応
の
両
面
か
ら
諸
施

策
を
講
じ
て
い
く
」と
述
べ
、

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
を
中
心

と
し
た
整
備
事
業
へ
の
理
解

と
協
力
を
求
め
た
。

　
国
士
舘
大
学
同
窓
会
の
坂

本
勝
矢
会
長
は
、「
卒
業
生

と
母
校
の
か
け
は
し
と
し

て
、
大
学
の
発
展
を
支
え
ら

れ
る
よ
う
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
」と
述
べ
る
と
と
も
に
、

当
会
が
令
和
７
年
に
50
周
年

を
迎
え
る
こ
と
に
触
れ
、
卒

業
生
の
よ
り
一
層
の
入
会
を

呼
び
か
け
た
。

　
そ
の
後
は
、
本
学
紹
介
映

像
の
上
映
と
、
應
援
團
リ
ー

ダ
ー
部
、
チ
ア
ダ
ン
ス
部
、

吹
奏
楽
部
に
よ
る
応
援
演
技

や
、
卒
業
生
に
向
け
迫
力
あ

る
エ
ー
ル
が
披
露
さ
れ
、
最

後
に
参
加
者
全
員
で
舘
歌
を

斉
唱
し
た
。
閉
会
後
は
、
34

号
館
の
ス
カ
イ
ラ
ウ
ン
ジ
に

場
所
を
移
し
、
同
窓
生
同
士

で
旧
交
を
温
め
る
と
と
も

に
、
同
日
開
催
中
の
楓
門
祭

の
各
種
催
し
を
楽
し
む
様
子

が
見
ら
れ
た
。

卒業生らを前に応援演技を披露
する在学生

託
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
学
に
お
い
て
は
、
創
設
の
根

幹
を
成
す
建
学
の
精
神
と
教
育
理

念
が
、
学
風
や
校
歌
、
校
舎
、
教

職
員
の
陣
容
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、

ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
に
至
る
隅
々
ま

で
浸
透
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
大
学
は
、
教
育
研
究

活
動
に
よ
る
成
果
を
社
会
に
還
元

す
る
と
と
も
に
、
建
学
の
精
神
、

教
育
理
念
を
体
現
し
た
有
為
な
学

生
を
世
に
輩
出
す
る
こ
と
で
、
国

の
要
請
や
、
社
会
の
負
託
に
応
え

る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

　
わ
が
国
は
コ
ロ
ナ
禍
も
加
わ

り
、
歴
史
に
先
例
の
な
い
人
口
の

急
激
か
つ
継
続
的
減
少
の
時
代
に

入
り
ま
し
た
。
到
来
す
る
困
難
な

全
国
か
ら
250
人
来
校

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ  

旧
交
温
め
る

　（
た
は
ら
・
じ
ゅ
ん
こ
）　
体
育
学
部
教
授
。

昭
和
６1
年
横
浜
国
立
大
学
教
育
学
部
卒
業
、

同
６3
年
同
大
学
院
教
育
学
研
究
科
修
士
課
程

修
了
。
平
成
３
年
中
京
大
学
大
学
院
体
育
学

研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
、
同
６
年

博
士
（
体
育
学
）（
中
京
大
学
）。
昭
和
38
年

１
月
生
ま
れ
、
６2
歳
。
神
奈
川
県
出
身
。

　
専
門
は
ス
ポ
ー
ツ
史
・
ス
ポ
ー
ツ
倫
理
。

中
京
女
子
大
学
助
教
授
を
経
て
平
成
18
年
国

士
舘
大
学
体
育
学
部
助
教
授
、
同
21
年
同
教

授
。
学
生
部
長
を
経
て
、
令
和
５
年
学
校
法

人
国
士
舘
評
議
員
、
同
６
年
同
常
任
理
事
、

大
学
院
ス
ポ
ー
ツ
・
シ
ス
テ
ム
研
究
科
長
。

そ
の
ほ
か
、
国
際
ピ
エ
ー
ル
・
ド
・
ク
ー
ベ

ル
タ
ン
委
員
会
副
会
長
、
国
際
フ
ェ
ア
プ
レ

ー
委
員
会
理
事
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ロ
ー
ン
ボ
ウ

ル
ズ
日
本
理
事
な
ど
。
令
和
３
年
ヴ
ィ
ケ
ラ

ス
賞（
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
史
家
協
会
）受
賞
。

く
有
意
な
学
び
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
学
生
本
位
の
手

厚
い
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
多
様

な
学
生
に
十
分
な
修
学
機
会

を
提
供
す
る
教
育
支
援
体
制

の
強
化
を
進
め
る
と
訴
え
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
史
・
ス
ポ
ー
ツ

倫
理
を
専
門
と
す
る
田
原
教

授
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
理

念
や
歴
史
に
関
す
る
研
究
と

普
及
・
教
育
活
動
に
長
年
従

事
。
ス
ポ
ー
ツ
が
も
つ
教
育

的
価
値
を
広
め
、
友
情
や
フ

ェ
ア
プ
レ
ー
精
神
の
育
成
と

い
っ
た
世
界
平
和
に
資
す
る

活
動
を
行
う
ほ
か
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
な
ス
ポ
ー
ツ
文
化

の
醸
成
に
関
す
る
数
多
く
の

論
文
を
発
表
す
る
な
ど
、
当

該
分
野
へ
の
貢
献
が
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
。

第13代、初の女性

学
長
に
就
任
す
る
田
原
淳
子
体
育
学
部
教
授 次

世
代
見
据
え
改
革
遂
行

４
月
か
ら

任
期
３
年

▼
創
立
１
０
７
周
年
記
念
式
典
表
彰
者
一
覧
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
【
２
面
】

▼
三
笠
宮
家
の
彬
子
女
王
殿
下
に
よ
る
特
別
ご
講
義
を
実
施
…
…
…
…
…
…
…
【
４
面
】

▼
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
開
催
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
学
生
参
加
…
…
【
５
面
】

▼
柔
道
・
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
東
京
で
中
村
太
樹
選
手
が
優
勝
…
…
…
…
…
…
…
…【
６
面
】

謹賀新年謹賀新年謹賀新年

　本学は、 ３ 月 ２ 日に開催される
東京マラソン２0２5（主催：一般財
団法人東京マラソン財団）で、体
育学部スポーツ医科学科の学生・
卒業生・教職員から構成される沿
道救護チームを派遣し大会運営を
サポートする。
　また、 ２ 月２7日から ３ 月 １ 日に
かけての ３ 日間、東京ビッグサイ
トで開催される「東京マラソンＥ
ＸＰＯ ２0２5」でブースを出展し、
沿道救護に関する展示で本学の活
動を紹介するほか、心肺蘇生処置
体験会を実施する。

東京マラソン2025に協力
救護活動で運営サポート

新年あいさつ 新
学
長
に
田
原
教
授

新
学
長
に
田
原
教
授

「
異
文
化
理
解
、地
球
市
民
と
し
て
の
自
覚
促
す
」

巳 年

©東京マラソン財団©東京マラソン財団
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ク
ラ
ブ
選
手
権
大
会
種
目
別

リ
ン
グ
優
勝

○
貝
瀬
壮
（
体
育
２
年
）

第
９
回
全
日
本
男
子
新
体
操

ク
ラ
ブ
選
手
権
大
会
種
目
別

ク
ラ
ブ
優
勝

○
禰
寝
大
亮
（
法
３
年
）

第
78
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

カ
ヌ
ー
競
技
会
カ
ヌ
ー
ス
ラ

ロ
ー
ム
・
ワ
イ
ル
ド
ウ
ォ
ー

タ
ー
カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム
15

ゲ
ー
ト
男
子
Ｋ
―
１
優
勝

○
岡
田
陸
（
体
育
４
年
）

２
０
２
４
年
全
日
本
学
生
柔

道
体
重
別
選
手
権
大
会
男
子

90
㌔
級
優
勝

○
小
田
桐
美
生（
体
育
４
年
）

２
０
２
４
年
全
日
本
学
生
柔

道
体
重
別
選
手
権
大
会
男
子

73
㌔
級
優
勝

○
中
村
太
樹
（
体
育
４
年
）

２
０
２
４
年
ア
ジ
ア
柔
道
選

手
権
大
会
男
子
60
㌔
級
優
勝

○
大
霜
歩
（
体
育
３
年
）

全
日
本
学
生
柔
道
Ｗ
Ｃ
Ｔ
２

０
２
４
男
子
１
０
０
㌔
級
優

勝○
竹
市
裕
亮
（
体
育
２
年
）

２
０
２
４
年
度
全
日
本
ジ
ュ

ニ
ア
柔
道
体
重
別
選
手
権
大

会
男
子
73
㌔
級
優
勝

○
松
永
烈
（
体
育
２
年
）

全
日
本
学
生
柔
道
Ｗ
Ｃ
Ｔ
２

０
２
４
男
子
60
㌔
級
優
勝

○
川
端
倖
明
（
体
育
１
年
）

２
０
２
４
年
ア
ジ
ア
柔
道
選

手
権
大
会
男
女
混
合
団
体
戦

優
勝
、
２
０
２
４
年
ア
ブ
ダ

ビ
世
界
選
手
権
大
会
男
女
混

合
団
体
戦
優
勝
、
２
０
２
４

年
度
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道

体
重
別
選
手
権
大
会
男
子
90

㌔
級
優
勝
、
２
０
２
４
年
世

界
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
選
手
権
大

会
男
子
90
㌔
級
優
勝
、
男
女

混
合
団
体
戦
優
勝

○
畠
山
凱
（
体
育
１
年
）

２
０
２
４
年
度
全
日
本
ジ
ュ

ニ
ア
柔
道
体
重
別
選
手
権
大

会
男
子
１
０
０
㌔
超
級
優

勝
、
２
０
２
４
年
世
界
ジ
ュ

ニ
ア
柔
道
選
手
権
大
会
男
女

混
合
団
体
戦
優
勝

○
三
木
望
夢
（
体
育
１
年
）

２
０
２
４
年
度
全
日
本
ジ
ュ

ニ
ア
柔
道
体
重
別
選
手
権
大

会
男
子
１
０
０
㌔
級
優
勝
、

２
０
２
４
年
世
界
ジ
ュ
ニ
ア

柔
道
選
手
権
大
会
男
女
混
合

団
体
戦
優
勝

○
大
城
千
花
（
文
４
年
）

第
44
回
学
生
女
流
名
人
戦
優

勝○
杉
田
菫
（
体
育
３
年
）

第
11
回
東
ア
ジ
ア
空
手
道
選

手
権
大
会
女
子
個
人
組
手
68

㌔
超
級
優
勝
、
女
子
団
体
組

手
優
勝
、
第
３
回
全
日
本
空

手
道
体
重
別
選
手
権
大
会
女

子
個
人
組
手
68
㌔
超
級
優
勝

○
永
井
カ
ン
ナ
（
令
和
６
年

体
育
学
部
卒
、
本
学
職
員
）

第
51
回
全
日
本
空
手
道
選
手

権
大
会
女
子
個
人
組
手
優

勝
、
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｅ
１
シ
リ

ー
ズ
Ａ
ラ
ル
ナ
カ
２
０
２
４

女
子
個
人
組
手
68
㌔
級
準
優

勝○
堀
場
早
耶
（
体
育
４
年
）

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｅ
１
シ
リ
ー
ズ

Ａ
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
２
０
２
４

女
子
団
体
形
優
勝

○
吉
本
弥
可
（
体
育
４
年
）

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｅ
１
シ
リ
ー
ズ

Ａ
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
２
０
２
４

女
子
団
体
形
優
勝

○
柏
本
菜
那
（
体
育
３
年
）

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｅ
１
シ
リ
ー
ズ

Ａ
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
２
０
２
４

女
子
団
体
形
優
勝

○
本
島
照
英
（
体
育
３
年
）

第
２
回
全
日
本
空
手
道
団
体

形
選
手
権
大
会
男
子
団
体
形

優
勝

○
森
拓
海
（
政
経
３
年
）

第
１
０
０
回
日
本
学
生
選
手

権
水
泳
競
技
大
会
男
子
２
０

０
㍍
自
由
形
優
勝

○
菰
渕
大
城
（
理
工
４
年
）

第
40
回
日
本
パ
ラ
水
泳
選
手

権
大
会
男
子
１
０
０
㍍
平
泳

ぎ
Ｓ
Ｂ
13
優
勝
、
特
別
全
国

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
男
子

25
㍍
自
由
形
優
勝

○
大
島
茄
巳
琉（
理
工
３
年
）

第
40
回
日
本
パ
ラ
水
泳
選
手

権
大
会
男
子
２
０
０
㍍
自
由

形
Ｓ
10
優
勝

○
金
子
大
祐
（
体
育
４
年
）

第
49
回
全
国
学
生
相
撲
個
人

体
重
別
選
手
権
大
会
１
０
０

㌔
未
満
級
優
勝

○
稲
木
李
菜
子（
21
ア
３
年
）

２
０
２
４
新
体
操
フ
ェ
ル
バ

ッ
ハ
―
シ
ュ
ミ
ッ
テ
ン
大
会

団
体
競
技
種
目
別
フ
ー
プ
５

優
勝
、
種
目
別
リ
ボ
ン
３
ボ

ー
ル
２
優
勝

○
安
池
陸
（
体
育
４
年
）

令
和
６
年
度
男
子
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
マ
カ
ッ

サ
ル
オ
ー
プ
ン
優
勝

○
廣
瀬
拓
真
（
体
育
２
年
）

令
和
６
年
度
男
子
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
マ
カ
ッ

サ
ル
オ
ー
プ
ン
優
勝

【
高
等
学
校
】

○
岸
龍
之
介
（
３
年
）

タ
イ
Ｂ
Ｍ
Ｘ
カ
ッ
プ
１
男
子

ジ
ュ
ニ
ア
優
勝

○
村
山
颯
（
１
年
）

第
41
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
新

体
操
選
手
権
大
会
男
子
個
人

種
目
別
（
リ
ン
グ
）
優
勝
、

男
子
個
人
種
目
別
（
ロ
ー

プ
）　
優
勝

【
中
学
校
】

○
桶
谷
陽
南
斗
（
３
年
）

令
和
６
年
度
全
国
中
学
校
体

育
大
会
第
55
回
全
国
中
学
校

柔
道
大
会
男
子
個
人
66
㌔
級

優
勝

■
団
　
　
体

【
大
学
】

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部（
男
子
）

ア
ク
テ
ィ
オ
杯
ビ
ー
チ
バ
レ

ー
ジ
ャ
パ
ン
カ
レ
ッ
ジ
２
０

２
４
第
36
回
全
日
本
ビ
ー
チ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
学
男
女
選

手
権
大
会
優
勝（
今
井
駿
世
、

坂
東
巧
望
）

○
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス

イ
ミ
ン
グ
部

第
１
０
０
回
日
本
学
生
選
手

権
水
泳
競
技
大
会
マ
ー
メ
イ

ド
カ
ッ
プ
選
手
権
校
（
学
校

対
抗
得
点
）優
勝（
小
林
唄
、

岩
崎
尽
真
、
萩
原
琴
羽
、
白

波
瀬
陽
菜
、
中
島
琉
有
、
木

村
心
音
）

○
剣
道
部
（
男
子
）

第
72
回
全
日
本
学
生
剣
道
優

勝
大
会
優
勝
（
池
田
千
浩
、

濵
田
大
空
、
中
田
竜
之
介
、

久
米
田
樹
、
藤
堂
文
太
、
留

場
啓
伍
、
久
保
冬
晟
、
児
玉

一
輝
、
田
中
志
道
）

【
中
学
校
】

○
柔
道
部
（
男
子
）

第
２
回
柔
道
マ
ガ
ジ
ン
杯
全

国
中
学
生
柔
道
大
会
オ
ー
プ

ン
の
部
一
部
優
勝
（
米
元
勇

人
、
桶
谷
陽
南
斗
、
冨
田
大

和
、川
端
倫
育
、大
平
一
楽
、

砂
田
蓮
音
、
河
本
剛
太
朗
、

霜
村
光
輝
）

善
行
功
労
表
彰

○
下
條
亨
太
（
体
育
４
年
）

令
和
５
年
11
月
27
日
午
後
２

時
頃
、
多
摩
市
南
野
２
丁
目

の
路
上
に
お
い
て
、
オ
ー
ト

バ
イ
の
単
独
交
通
事
故
に
よ

り
心
肺
停
止
に
陥
っ
た
傷
病

者
に
対
し
、
心
肺
蘇
生
法
等

で
救
命
活
動
を
行
っ
た
。

感
謝
状
贈
呈

◆
国
士
の
家
（
贈
呈
の
対
象

＝
在
学
・
在
校
生
）

※
「
国
士
の
家
」
は
、
本
年

度
入
学
者
を
も
つ
世
帯
の
う

ち
、
本
法
人
が
設
置
す
る
大

学
等
を
卒
業
ま
た
は
在
学
中

の
２
親
等
以
内
の
親
族
を
も

つ
世
帯
の
称
号

【
大
学
】

○
政
経
学
部

野
村
謙
＝
野
村
花
凛
、
黒
瀬

秀
明
＝
黒
瀬
直
弥
、
花
野
晃

久
＝
花
野
佑
月
、
富
塚
恵
太

＝
富
塚
大
樹
、
和
田
正
之
＝

和
田
紘
伸

○
体
育
学
部

林
淳
浩
＝
林
凛
眞
、
寺
内
宣

洋
＝
寺
内
奈
緒
、
藤
原
潤
＝

藤
原
琢
磨
、
森
谷
三
加
英
＝

森
谷
ま
ひ
ろ
・
森
谷
祐
夢
、

池
田
和
史
＝
池
田
優
世
・
池

田
大
世
、
古
賀
麻
子
＝
古
賀

美
陽
・
古
賀
陽
生
、
横
瀬
二

郎
＝
横
瀬
亜
美
、
岡
田
英
晃

＝
岡
田
大
幹
、
松
尾
彰
浩
＝

松
尾
直
哉
、
高
須
静
香
＝
高

須
蓮
、
遠
藤
尚
嗣
＝
遠
藤
廉

士
、
小
川
育
＝
小
川
咲
・
小

川
初（
法
）、森
徹
＝
森
雄
飛
、

三
浦
和
幸
＝
三
浦
大
輝
、
久

保
田
貴
志
＝
久
保
田
真
貴
・

久
保
田
咲
貴
、
今
村
光
典
＝

今
村
真
穂
・
今
村
実
聡
、
畠

山
樹
里
＝
畠
山
凱
・
畠
山
彪

（
高
校
）、平
松
愛
＝
平
松
天
・

平
松
仁
、
宇
田
川
恵
理
子
＝

宇
田
川
晶
生
・
宇
田
川
隼
生
、

山
内
圭
祐
＝
山
内
あ
い
、
関

根
寛
和
＝
関
根
玲
音
、
住
谷

信
乃
＝
住
谷
実
咲
、
佐
藤
玲

＝
佐
藤
匠
・
佐
藤
光
、
吉
野

正
規
＝
吉
野
美
海
・
吉
野
涼

太
（
高
校
）、
木
村
光
宏
＝

木
村
研
統
、
入
江
一
成
＝
入

江
右
二
、
太
原
靖
一
郎
＝
太

原
紀
美
香
、
百
石
一
也
＝
百

石
安
里
、
大
川
喜
代
松
＝
大

川
和
流
・
大
川
廉
（
21
ア
）

○
理
工
学
部

高
橋
祐
基
＝
高
橋
翼
、
井
上

健
＝
井
上
康
太

○
法
学
部

濱
渦
利
明
＝
濱
渦
勇
次
、
餌

取
竜
哉
＝
餌
取
竜
之
介
、
清

水
高
徳
＝
清
水
航
希

○
文
学
部

和
田
千
恵
子
＝
和
田
千
里
、

齋
藤
亘
＝
齋
藤
奈
々
子
、
樽

井
紀
貴
＝
樽
井
し
ゅ
う
・
樽

井
陸
（
体
育
）、
細
谷
智
広

＝
細
谷
桃
子
、
大
野
律
子
＝

大
野
周
平
、
讃
岐
堅
吾
＝
讃

岐
花
、
桐
山
尚
高
＝
桐
山
尚

也
、
高
橋
誠
＝
高
橋
鷲
英
、

二
宮
泰
介
＝
二
宮
結

○
21
世
紀
ア
ジ
ア
学
部

一
川
賢
一
＝
一
川
健
太
、
千

ケ
﨑
博
光
＝
千
ケ
﨑
琴
音
・

千
ケ
﨑
大
輝
（
高
校
）、
可

児
隆
義
＝
宮
本
功
男

○
経
営
学
部

星
野
千
津
子
＝
星
野
愛
津
、

平
井
綾
子
＝
平
井
一
樹
・
平

井
若
葉
（
法
）、
境
香
織
＝

境
優
雅
・
境
柚
香
（
文
）

【
高
等
学
校
】

飯
髙
一
城
＝
飯
髙
紗
衣
・
飯

髙
大
翔
、
中
村
謙
作
＝
中
村

元
紀
、岩
上
誠
＝
岩
上
樹
里
・

岩
上
樹
花
、
和
泉
秀
美
＝
和

泉
聖
波
・
和
泉
流
風（
理
工
）、

山
口
貴
史
＝
山
口
元
士
、
南

亜
紀
子
＝
南
琴
実
・
南
碧
莉

（
政
経
）、
鈴
木
正
吾
＝
鈴

木
拓
斗
・
鈴
木
藍
斗
、
草
薙

利
香
＝
草
薙
結
月
、
簑
口
貴

＝
簑
口
花
里
奈
・
簑
口
育
太

（
政
経
）、
吉
永
有
宏
＝
吉

永
美
月
・
吉
永
有
希（
政
経
）、

山
本
哲
也
＝
山
本
越
・
山
本

創
、
田
中
幹
＝
田
中
柚
、
小

林
典
子
＝
小
林
卓
椰
・
小
林

莉
果
（
体
育
）、
鈴
木
聡
＝

鈴
木
孝
仁
郎
・
鈴
木
聡
一
郎

（
21
ア
）、
鈴
木
良
明
＝
鈴

木
陽
磨
、
加
納
光
一
郎
＝
加

納
美
桜
・
加
納
晄
彪
、
齋
藤

幸
永
＝
齋
藤
千
里
・
齋
藤
小

春
、家
田
絵
実
＝
家
田
琉
生
・

家
田
海
鈴
（
理
工
）、
上
田

千
尋
＝
上
田
桔
平
、
中
西
哲

郎
＝
中
西
真
登
・
中
西
健
登

（
21
ア
）、
山
崎
香
生
＝
山

崎
音
和
・
山
崎
楓
佳
（
法
）、

泉
和
孝
＝
泉
蔵
之
介
・
泉
謙

心
（
文
）、
駒
林
洋
介
＝
駒

林
龍
哉
、
山
崎
一
乘
＝
山
崎

芯
・
山
崎
悠
（
理
工
）

【
中
学
校
】

金
子
光
＝
金
子
優
衣
・
金
子

愛
斗
（
高
校
）、
金
武
美
穂

＝
金
武
柊
理
・
金
武
理
埜（
高

校
）、
上
原
健
一
郎
＝
上
原

千
祐
、
石
井
荘
一
＝
石
井
荘

徳
・
石
井
荘
衛
、
清
永
麻
里

子
＝
清
永
賢
也
、
谷
口
裕
美

＝
谷
口
一
蓮
・
谷
口
一
維
、

溝
橋
庄
平
＝
溝
橋
蓮
・
溝
橋

凛
（
高
校
）、
中
島
智
邦
＝

中
島
希

◆
高
額
寄
付
者

【
個
人
】

泉
田
麻
世
、
浦
平
美
博
（
平

成
６
年
体
育
学
部
卒
）

【
法
人
】

山
手
冷
蔵
株
式
会
社
、
株
式

会
社
梅
丘
寿
司
の
美
登
利
総

本
店

【
団
体
】

国
士
舘
大
学
教
育
後
援
会
、

国
士
舘
大
学
同
窓
会

�

（
敬
称
略
）

永
年
勤
続
表
彰

◆
勤
続
40
年

【
教
員
】

沼
本
宏
俊
（
体
育
学
部
）

◆
勤
続
30
年

【
教
員
】

鈴
木
龍
一
（
理
工
学
部
）、

鈴
木
裕
之
（
法
学
部
）

【
職
員
】

武
井
正
剛
（
総
務
課
）、
鈴

木
正
博（
国
士
舘
史
資
料
室
）

◆
勤
続
20
年

【
教
員
】

杉
本
勝
彦
（
体
育
学
部
）、

原
英
嗣
（
理
工
学
部
）、
福

永
清
貴
（
法
学
部
）、
中
村

一
夫
（
文
学
部
）、
井
岡
大

度
（
経
営
学
部
）、
神
山
優

子
（
中
学
校
）

創立107周年記念式典
優
秀
表
彰

�

※
主
な
大
会
の
み
掲
載

■
個
　
　
人

【
大
学
】

○
小
林
唄
（
体
育
４
年
）

第
１
０
０
回
日
本
学
生
選
手

権
水
泳
競
技
大
会
マ
ー
メ
イ

ド
カ
ッ
プ
ソ
ロ
フ
リ
ー
ル
ー

テ
ィ
ン
優
勝
、
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ

Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｓ�

Ａ
Ｓ

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
２
４

チ
ー
ム
フ
リ
ー
ル
ー
テ
ィ
ン

優
勝

○
岩
崎
尽
真
（
体
育
３
年
）

日
本
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク

ス
イ
ミ
ン
グ
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ

ッ
プ
２
０
２
４
フ
リ
ー
ル
ー

テ
ィ
ン
男
子
ソ
ロ
優
勝

○
萩
原
琴
羽
（
体
育
１
年
）

日
本
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク

ス
イ
ミ
ン
グ
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ

ッ
プ
２
０
２
４
ア
ク
ロ
バ
テ

ィ
ッ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
優
勝

○
森
本
椛
子
（
経
営
２
年
）

第
51
回
全
国
学
生
岩
岳
ス
キ

ー
大
会
基
礎
ス
キ
ー
の
部
女

子
新
人
戦
優
勝

○
森
谷
祐
夢
（
体
育
４
年
）

第
76
回
全
日
本
新
体
操
選
手

権
大
会
種
目
別
リ
ン
グ
優

勝
、
第
76
回
全
日
本
学
生
新

体
操
選
手
権
大
会
個
人
総
合

優
勝
、
種
目
別
ス
テ
ィ
ッ
ク

優
勝
、種
目
別
リ
ン
グ
優
勝
、

第
９
回
全
日
本
男
子
新
体
操

世界に開かれた「国士舘」へ  誓い新た世界に開かれた「国士舘」へ  誓い新た

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
成
績
／
心
肺
蘇
生
で
救
命
／
国
士
の
家

優秀表彰を受けた国際大会、全日本大会などの
優勝選手ら

シンポジウムには地域住民も参加し
災害現場の現状や課題を共有した

平
時
に
高
め
る「
受
援
力
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報
告
も

　
第
13
回
防
災
・
救
急
救
助

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
受
援
力
」
が
昨

年
10
月
26
日
、
世
田
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
メ
イ
プ
ル
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
ホ
ー
ル
大
教
室
で
開
催

さ
れ
、
災
害
Ｎ
Ｇ
Ｏ
結
の
前

原
土
武
氏
に
よ
る
基
調
講
演

と
学
生
に
よ
る
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　
基
調
講
演
で
は
、
災
害
Ｎ

Ｇ
Ｏ
結
の
活
動
や
災
害
現
場

の
課
題
が
説
明
さ
れ
、
受
援

力
強
化
の
た
め
に
、
平
時
か

ら
防
災
へ
の
意
識
を
高
め
る

必
要
性
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ

た
。
学
生
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
報
告
で
は
、
令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
の
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
３
人

の
学
生
が
登
壇
し
、
災
害
現

場
の
現
状
や
活
動
の
際
に
必

要
な
心
構
え
、
効
果
の
あ
っ

た
防
災
備
蓄
品
の
紹
介
な
ど

三
者
三
様
の
報
告
が
さ
れ

た
。
会
場
に
は
、
登
壇
者
と

共
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
た
学
生
も
訪
れ
、「
改
め

防
災
・
救
急

救
助
シ
ン
ポ

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る

視
野
が
広
が
っ
た
」
と
い
っ

た
感
想
が
聞
か
れ
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
始
前
に

は
地
域
連
携
防
災
訓
練
が
行

わ
れ
、在
学
生
や
地
域
住
民
、

区
内
企
業
が
参
加
。
本
学
防

災
・
救
急
救
助
総
合
研
究
所

に
よ
る
搬
送
訓
練
や
、
世
田

谷
消
防
署
に
よ
る
初
期
消
火

訓
練
な
ど
の
多
様
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
か
ら
、
参
加
者
は
防
災

へ
の
意
識
を
高
め
た
。

地
域
住
民
と
連
携
し
防
災
訓
練�

楓
の
杜

　
本
学
は
、
地
域
住
民
を
対

象
に
し
た
地
域
連
携
防
災
訓

練
を
昨
年
11
月
17
日
、
国
士

舘
楓
の
杜
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実

施
し
た
。防
災
知
識
の
普
及
・

啓
発
を
図
る
た
め
、
町
田
市

と
町
田
消
防
署
協
力
の
も

と
、
周
辺
の
４
自
治
会
と
の

共
催
で
行
わ
れ
、
約
50
人
の

近
隣
住
民
が
参
加
し
た
。

　
自
治
会
に
よ
る
避
難
者
受

入
訓
練
の
後
、
各
ブ
ー
ス
を

回
り
訓
練
を
行
っ
た
。
応
急

手
当
お
よ
び
救
命
訓
練
で
は

本
学
防
災
・
救
急
救
助
総
合

研
究
所
の
教
員
ら
が
、
心
肺

蘇
生
処
置
を
は
じ
め
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
い
方
や
、
身
の
周
り
に

あ
る
物
を
使
用
し
た
骨
折
時

の
固
定
・
止
血
法
な
ど
の
実

践
的
な
指
導
に
当
た
っ
た
。

　
ま
た
、
町
田
市
職
員
ら
が

非
常
食
の
炊
き
出
し
訓
練
、

防
災
講
話
を
行
っ
た
ほ
か
、

町
田
消
防
署
員
ら
に
よ
る
初

期
消
火
訓
練
、
煙
体
験
訓
練

な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は

相
互
の
交
流
を
図
り
な
が

ら
、
自
助
・
共
助
へ
の
認
識

を
深
め
て
い
た
。

地
震
発
生
を
想
定

図
上
訓
練
が
有
効

世
田
谷
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

　
令
和
６
年
度
世
田
谷
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
部
会
に
よ
る
研
修

会
が
昨
年
11
月
14
日
、
世
田

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
中
央
図
書
館

４
階
グ
ル
ー
プ
ス
タ
デ
ィ
室

で
開
催
さ
れ
、
協
定
校
の
う

ち
５
大
学
（
駒
澤
大
・
成
城

大
・
東
京
都
市
大
・
東
京
農

【
新
聞
】

●
「
解
説
」
に
お
い
て
、
高
校
駅

伝
で
の
留
学
生
起
用
制
限
に
つ
い

て
文
学
部
の
鈴
木
江
理
子
教
授
の

コ
メ
ン
ト
が
掲
載
（
読
売
新
聞
１

月
22
日
）

●
信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
で
の

長
野
市
と
新
潟
市
の
停
止
率
に
つ

い
て
、
理
工
学
部
の
寺
内
義
典
教

授
の
コ
メ
ン
ト
が
掲
載
（
信
濃
毎

日
新
聞
・
新
潟
日
報
12
月
22
日
）

●
同
性
同
士
の
結
婚
に
関
す
る
福

岡
高
裁
の
判
断
に
関
し
て
、
法
学

部
の
成
瀬
ト
ー
マ
ス
誠
准
教
授
の

コ
メ
ン
ト
が
掲
載
（
宮
﨑
日
日
新

聞
12
月
14
日
）

●
「
警
官
か
た
る
詐
欺�

急
増
」

に
お
い
て
、
法
学
部
の
辰
野
文
理

教
授
の
コ
メ
ン
ト
が
掲
載
（
北
日

本
新
聞
11
月
27
日
）

●
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
20
年�

も
っ
と
使
っ

て
」
に
お
い
て
、
体
育
学
部
の
田

中
秀
治
教
授
の
コ
メ
ン
ト
が
掲
載

（
読
売
新
聞
西
部
11
月
15
日
）

●
固
定
資
産
税
収
増
と
地
域
活
性

化
の
関
係
に
つ
い
て
政
経
学
部
の

岩
元
浩
一
教
授
の
コ
メ
ン
ト
が
掲

載
（
日
本
経
済
新
聞
11
月
２
日
）

【
テ
レ
ビ
】

●
「
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅹ
～
挑
戦

者
た
ち
」
に
、
タ
イ
大
洪
水
で
の

日
本
メ
ー
カ
ー
復
旧
劇
に
関
わ
っ

た
政
経
学
部
の
助
川
成
也
教
授
が

出
演
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
１
月
18
日
）

【
Ｗ
Ｅ
Ｂ
】

●
夫
婦
間
の
ゲ
ー
ト
キ
ー
ピ
ン

グ
に
つ
い
て
文
学
部
の
大
久
保

圭
介
講
師
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が

掲
載
（
日
経
ク
ロ
ス
ウ
ー
マ
ン

11
月
29
日
）

　
国
士
舘
創
立
１
０
７
周
年
を
記
念
し
た

「
国
士
舘
生
の
よ
そ
お
い
―
大
正
か
ら
令
和
」

展
を
、
昨
年
10
月
30
日
か
ら
11
月
４
日
ま
で

を
会
期
に
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
国
士
舘
大

講
堂
で
開
催
し
た
。
国
士
舘
史
資
料
室
が
企

画
し
た
本
展
示
は
、
時
代
と
と
も
に
変
わ
る

学
生
・
生
徒
の
服
装
に
着
目
し
て
、
本
学
の

歴
史
を
資
料
か
ら
振
り
返
り
、
あ
わ
せ
て
国

登
録
有
形
文
化
財
の
国
士
舘
大
講
堂
を
紹
介

す
る
コ
ー
ナ
ー
も
併
設
し
た
＝
写
真
。

　
会
期
中
の
11
月
２
・
３
日
は
東
京
都
主
催

「
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
２
０
２
４
」
特
別

公
開
事
業
も
兼
ね
て
お
り
、
ま
た
大
学
の
楓

門
祭
期
間
で
も
あ
っ
た
た
め
、
約
１
９
０
０

人
が
観
覧
に
訪
れ
た
。
写
真
や
制
服
の
展
示

を
見
て
学
生
時
代
を
懐
か
し
む
卒
業
生
、
昭

和
期
の
制
服
の
美
し
さ
を
堪
能
す
る
一
般
来

場
者
な
ど
、
異
な
る
視
点
で
展
示
を
楽
し
む

様
子
が
見
ら
れ
た
。

大講堂  一般公開に1900人

 

創
立
記
念
展

　
国
士
舘
武
道
教
育
の
一
環

と
し
て
実
施
す
る
本
学
恒
例

の
寒
稽
古
が
１
月
７
日
か
ら

10
日
の
４
日
間
に
わ
た
り
行

わ
れ
、
世
田
谷
、
町
田
、
多

摩
の
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
活
動

す
る
武
道
系
を
中
心
と
し
た

17
ク
ラ
ブ
か
ら
延
べ
３
８
２

８
人
の
学
生
・
教
職
員
が
参

加
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
松
陰
神
社

で
一
年
の
活
躍
を
願
う
奉
納

演
武
が
行
わ
れ
、
佐
藤
圭
一

学
長
ら
が
見
守
る
中
、
世
田

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
活
動
す
る

８
ク
ラ
ブ
が
社
殿
前
の
参
道

で
力
強
い
演
武
を
披
露
し
た
。

参
加
し
た
学
生
は
「
寒
さ

で
足
が
痛
ん
だ
が
、
演
武

が
始
ま
る
と
集
中
で
き
た
」

「
形
を
披
露
し
、
構
え
の

重
要
性
を
改
め
て
認
識
で

教
育
懇
談
会
す
べ
て
終
了

８
会
場
で
父
母
ら
延
べ
２
千
人
参
加

　
本
学
は
、
令
和
６
年
度
教

育
懇
談
会
を
昨
年
11
月
９
日

に
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で
体
育

学
部
、
12
月
１
日
に
世
田
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
で
政
経
・
理
工
・

法
・
文
・
経
営
の
各
学
部
の

１
・
３
年
生
の
父
母
ら
ご
家

族
を
対
象
に
開
催
し
、
今
年

度
の
日
程
を
終
了
し
た
。

　
教
育
懇
談
会
は
、
昭
和
62

年
か
ら
続
く
ご
家
族
と
の
意

見
交
換
の
場
で
、
学
生
の
修

学
状
況
や
進
路
・
就
職
状
況

な
ど
に
つ
い
て
説
明
す
る
機

会
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
世
田
谷
お
よ
び
多
摩
キ
ャ

ン
パ
ス
を
会
場
に
し
た
懇
談

会
は
２
・
３
年
次
の
み
を
対

象
と
し
て
い
た
が
、
学
修
環

境
の
一
層
の
理
解
を
図
る
た

め
、
今
年
度
は
両
会
場
で
の

中央図書館や１、34号館と
メイプルセンチュリーホール

優良防火対象物に認定

受
賞
者
の
み
な
さ
ん

　
本
学
の
建
物
に
「
優
良
防
火
対
象

物
認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
昨
年
11
月
12
日
、
世
田
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
で
交
付
式
が
執
り
行
わ
れ

た
。
今
回
新
た
に
34
号
館
が
認
定
さ

れ
、
１
号
館
や
中
央
図
書
館
、
メ
イ

プ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
ー
ル
と
合
わ

せ
て
計
４
棟
と
な
り
、
火
災
発
生
時

の
迅
速
な
対
応
や
防
火
へ
の
取
り
組

み
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。

　
交
付
式
に
は
世
田
谷
消
防
署
の
髙

橋
典
之
署
長
ら
関
係
者
と
、
本
学
か

ら
瀬
野
隆
常
任
理
事
を
は
じ
め
学
園

役
職
者
が
出
席
し
、
認
定
通
知
書
と

認
定
証
の
プ
レ
ー
ト
が
交
付
さ
れ
た
。

　
優
良
防
火
対
象
物
認
定
表
示
制
度

は
、
消
防
署
が
厳
し
い
基
準
の
も
と

に
検
査
し
、
防
火
上
優
良
と
認
め
ら

れ
た
安
全
・
安
心
な
建
物
を
認
定
す

る
も
の
。
世
田
谷
署
管
内
の
建
物
の

う
ち
、
本
学
の
４
棟
を
含
め
８
棟
の

み
が
認
定
を
受
け
て
い
る
。

寒
稽
古

　
式
典
は
、
国
歌
斉
唱
、
本
学

園
に
関
わ
る
物
故
者
へ
の
黙
と

う
に
続
き
、学
校
法
人
国
士
舘
・

瀬
野
隆
常
任
理
事
が
大
澤
英
雄

理
事
長
の
式
辞
を
代
読
し
た
。

　
式
辞
で
は
、
先
人
た
ち
の
尽

力
と
多
く
の
人
々
の
支
援
に
よ

っ
て
戦
前
戦
後
の
苦
難
の
時
代

を
乗
り
越
え
今
日
の
発
展
に
至

っ
た
こ
と
を
述
べ
、
近
代
日
本

の
歩
み
と
重
な
る
国
士
舘
の
足

跡
を
振
り
返
っ
た
。
そ
し
て
現

在
、
国
士
舘
創
立
１
１
０
周
年

記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
第
２

次
中
長
期
事
業
計
画
に
掲
げ
る

キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
整
備
事
業
の

推
進
に
触
れ
、
先
進
的
な
修
学

環
境
の
整
備
と
組
織
強
化
を
図

り
本
学
園
の
存
在
価
値
を
社
会

に
示
し
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち

の
使
命
で
あ
る
と
述
べ
、
世
界

に
開
か
れ
た
学
園
と
し
て
進
化

を
目
指
す
、
と
結
ん
だ
。

　
引
き
続
き
、
永
年
勤
続
者
表

彰
、
全
日
本
大
会
な
ど
の
上
位

入
賞
者
・
団
体
表
彰
、
善
行
功

労
表
彰
の
授
与
、「
国
士
の
家
」

お
よ
び
個
人
・
法
人
・
団
体
そ

れ
ぞ
れ
の
高
額
寄
付
者
へ
の
感

謝
状
贈
呈
が
行
わ
れ
、
最
後
に

列
席
者
全
員
で
舘
歌
斉
唱
、
万

歳
三
唱
を
し
て
閉
会
し
た
。

業
大
・
国
士
舘
大
）
の
職
員

23
人
が
、
大
学
に
お
け
る
災

害
対
応
の
図
上
訓
練
を
行
っ

た
。

　
訓
練
で
は
、
地
震
発
生
後

に
設
置
さ
れ
た
大
学
の
災
害

対
策
本
部
に
複
数
の
情
報
が

入
っ
て
く
る
想
定
で
行
わ

れ
、
参
加
者
ら
は
対
策
本
部

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
対
応
に

当
た
っ
た
。

　
情
報
が
重
な
る
状
況
下
で

混
乱
す
る
シ
ー
ン
も
あ
り
、

「
対
応
の
優
先
順
位
に
迷
っ

た
」「
役
割
分
担
し
特
定
の

人
に
対
応
が
集
中
し
な
い
よ

う
に
す
る
べ
き
」
な
ど
の
感

想
が
聞
か
れ
、
迅
速
か
つ
的

確
な
意
思
決
定
の
必
要
性
を

共
有
し
た
。

　
講
師
で
あ
る
本
学
防
災
・

救
急
救
助
総
合
研
究
所
の
石

﨑
貴
准
教
授
は
「
現
実
に
は

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
多
く
の
学

生
が
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
多
方
面
で
の
対
応

が
必
要
に
な
る
。
日
ご
ろ
の

訓
練
で
で
き
な
い
こ
と
は
本

番
で
は
で
き
な
い
と
考
え
、

各
大
学
で
も
訓
練
を
実
施
し

て
ほ
し
い
」
と
伝
え
た
。

き
た
」
な
ど
と
述
べ
た
。

開
催
日
程
を
追
加
し
全
学
年

対
象
に
実
施
。
東
京
３
キ
ャ

ン
パ
ス
５
日
程
と
地
方
５
会

場
で
合
わ
せ
て
10
回
の
催
し

に
２
０
８
１
人
が
参
加
し
た
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
訓
練

で
は
同
キ
ャ
ン
パ
ス
を
使

用
す
る
サ
ッ
カ
ー
部
員
が

訓
練
を
補
助
し
た

一
年
の
活
躍
を
願
い
奉
納
さ

れ
た
演
武
＝
松
陰
神
社

日
本
代
表
選
手
ら

中
高
生
に
エ
ー
ル

　
国
士
舘
高
等
学
校
・
中
学

校
の
寒
稽
古
最
終
日
と
な
る

１
月
11
日
に
は
、
柔
道
男
子

日
本
代
表
監
督
の
鈴
木
桂
治

体
育
学
部
教
授
、
剣
道
世
界

選
手
権
大
会
に
出
場
し
優
勝

し
た
安
藤
翔
体
育
学
部
講

師
、
パ
リ
五
輪
で
柔
道
１
０

０
㌔
超
級
に
出
場
し
た
斉
藤

立
選
手
（
令
和
２
年
国
士
高

卒
、
同
６
年
体
育
学
部
卒
）

を
招
い
た
講
演
会
を
実
施

し
、
各
大
会
の
報
告
や
武
道

に
対
す
る
思
い
を
聞
い
た
。

　
鈴
木
教
授
は
国
士
舘
中

学
・
高
校
在
学
中
の
寒
稽
古

に
つ
い
て
振
り
返
り
な
が
ら

「
寒
稽
古
は
強
く
な
る
こ
と

が
目
的
で
は
な
く
、
自
分
自

身
に
打
ち
勝
つ
こ
と
が
重

要
。
将
来
や
る
べ
き
環
境
に

身
を
置
い
た
時
、
責
任
を
も

っ
て
行
動
で
き
る
人
に
な
る

た
め
の
心
を
鍛
え
る
機
会
だ

と
思
っ
て
ほ
し
い
」と
述
べ
、

「
多
く
の
人
と
会
っ
て
、
自

分
の
成
長
の
糧
に
し
て
ほ
し

い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ

た
。

世界に開かれた「国士舘」へ  誓い新た
　本学園創立記念日となる昨年11月
４日、国士舘創立107周年記念式典
を世田谷キャンパス10号館の多目的
フロアで挙行した。役員、教職員、
学生・生徒ら約400人が列席し、国
士舘建学の精神と教育の理念、先人
たちの志を確認するとともに、さら
なる発展を期す機会とした。

マ
ス
コ
ミ

　
　
を
追
う

武
道
系
中
心
に

１７
ク
ラ
ブ

３
８
２
８
人
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彬子女王殿下  特別ご講義
人文科学研究科客員教授

　
本
学
人
文
科
学
研
究
科
客
員
教
授
の
彬
子
女
王

殿
下
に
よ
る
特
別
講
義
が
昨
年
10
月
17
日
、
世
田

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
メ
イ
プ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
ー

ル
大
教
室
で
行
わ
れ
、
彬
子
女
王
殿
下
は
人
文
科

学
研
究
科
お
よ
び
文
学
部
の
学
生
と
教
職
員
約
２

０
０
人
に
「
日
本
文
化
の
生
き
る
街
」
と
題
し
て

ご
講
義
を
な
さ
っ
た
。

　
ご
講
義
は
英
国
・
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ

ー
ド
大
学
留
学
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か

ら
始
ま
っ
た
。
彬
子
女
王
殿
下
は
大

学
や
大
英
博
物
館
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
通
じ
て
、
海
外
の
方
々
の

日
本
文
化
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を

感
じ
、
日
本
の
文
化
に
つ
い
て
正
し

く
知
り
伝
え
て
い
き
た
い
と
お
思
い

に
な
ら
れ
た
。
ご
帰
国
後
、
京
都
の

大
学
で
ご
勤
務
さ
れ
た
彬
子
女
王
殿

下
は
、
日
本
美
術
の
研
究
活
動
と
並

行
し
て
一
般
社
団
法
人
心
游
舎
を
設

立
さ
れ
、
現
在
も
多
く
の
方
々
に
日

本
文
化
の
魅
力
を
発
信
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
も
特
に
注
力
さ
れ
た
の

が
、子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
で
あ
る
。

「
生
活
の
中
に
息
づ
い
て
こ
そ
文
化

は
根
付
く
」
と
い
う
彬
子
女
王
殿
下

の
想
い
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

み
な
が
ら
日
本
文
化
に
触
れ
る
こ
と

の
で
き
る
機
会
を
数
多
く
ご
提
供
な

さ
っ
て
い
る
。

　
彬
子
女
王
殿
下
は
、後
継
者
不
足
、

伝
統
技
術
の
衰
退
な
ど
伝
統
文
化
の

継
承
に
は
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と

を
ご
指
摘
に
な
っ
た
上
で
、
伝
統
文

化
の
明
る
い
未
来
に
つ
い
て
も
述
べ

ら
れ
た
。「
伝
統
と
は
残
す
も
の
で

は
な
く
、
残
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
人
間
が
い
く
ら
頑
張
っ
て

も
抗
え
な
い
も
の
は
あ
り
ま
す
。 

今
で
き
る
こ
と
は
、
必
要
と
な
っ
た

と
き
に
再
生
で
き
る
よ
う
に
記
憶
を

記
録
す
る
こ
と
。
そ
し
て
大
切
な
日

本
文
化
が
残
る
た
め
の
未
来
を
私
た

ち
の
力
で
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
」
と

お
話
し
に
な
り
、

太
宰
府
天
満
宮
表

参
道
の
伝
統
と
現

代
を
融
合
し
た
商

店
街
の
取
り
組
み

事
例
な
ど
を
述
べ

ら
れ
た
。
最
後
に
「
文
化
を
保
存
す

る
だ
け
で
は
な
く
生
活
の
中
で
生
か

し
て
い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
が
日
本

の
未
来
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
、
ご
講
義
の

本
編
を
締
め
く
く
ら
れ
た
。

　
ご
講
義
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
日

本
の
歴
史
文
学
を
研
究
す
る
学
生
か

ら
、
日
本
美
術
に
お
け
る
時
代
背
景

を
考
慮
し
た
研
究
方
法
に
つ
い
て
の

質
問
が
あ
り
、彬
子
女
王
殿
下
は「
現

代
的
な
感
覚
で
読
む
の
で
は
な
く
、

色
や
数
、
情
景
な
ど
当
時
の
感
覚
を

具
体
的
に
想
像
し
な
が
ら
そ
の
時
代

の
文
学
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
」

と
お
答
え
に
な
ら
れ
た
。

　
三
笠
宮
家
の
彬
子
女
王
殿
下
は
、

平
成
30
年
に
本
学
人
文
科
学
研
究
科

客
員
教
授
に
ご
就
任
さ
れ
、
同
年
本

学
か
ら
名
誉
博
士
学
位
を
贈
呈
。
そ

の
後
、
毎
年
ご
講
義
を
い
た
だ
い
て

い
る
。

ご講義をなさる彬子女王殿下

ご講義に耳を傾ける学生・教職員ら

生
活
の
中
に
息
づ
い
て
こ
そ

生
活
の
中
に
息
づ
い
て
こ
そ

伝
統
文
化
は
継
承
さ
れ
る

伝
統
文
化
は
継
承
さ
れ
る

生
活
の
中
に
息
づ
い
て
こ
そ

伝
統
文
化
は
継
承
さ
れ
る

日
本
文
化
の
生
き
る
街

６
ゼ
ミ
、八
潮
市
に
政
策
提
言

地
場
産
業
・
産
品
で
街
お
こ
し

電
車
内
で
子
ど
も
食
堂

東
急
世
田
谷
線  

ク
イ
ズ
や
車
掌
体
験
も

理
工
学
部
の
西
村
研
究
室
が
設
計・施
工「
浅
草
雷
門
通
り
パ
ー
ケ
ー
ド
」

フ
ァ
ウ
ル
ボ
ー
ル
で
失
明
…
損
賠
責
任
は

　
本
学
法
学
会
主
催
の
第
33
回
模

擬
裁
判
が
昨
年
12
月
７
日
か
ら
21

日
に
か
け
て
オ
ン
デ
マ
ン
ド
形
式

で
開
催
さ
れ
、
法
学
部
の
１
年
生

が
視
聴
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
フ
ァ

ウ
ル
ボ
ー
ル
に
よ
る
観
客
の
失
明

に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
」
で
、

フ
ァ
ウ
ル
ボ
ー
ル
に
よ
る
事
故
が

起
こ
っ
た
場
合
、
そ
の
損
害
は
観

客
が
引
き
受
け
る
べ
き
か
、
球
団

や
球
場
管
理
者
な
ど
が
負
担
す
る

べ
き
か
に
つ
い
て
争
わ
れ
た
。

　
ま
ず
事
前
に
収
録
し
た
再
現
ド

ラ
マ
で
事
案
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介

し
た
後
、
民
事
訴
訟
の
流
れ
に
沿

っ
て
、
口
頭
弁
論
や
当
事
者
尋
問

な
ど
の
法
廷
シ
ー
ン
を
配
信
。
合

間
に
争
点
の
整
理
な
ど
の
解
説
も

入
れ
、
１
年
生
に
も
わ
か
り
や
す

い
よ
う
に
進
め
ら
れ
た
。
最
後
に

は
実
行
委
員
の
学
生
ら
で
導
き
出

し
た
判
決
の
言
い
渡
し
と
、
結
論

の
異
な
る
類
似
事
例
を
紹
介
し
、

あ
る
べ
き
結
論
を
考
え
て
ほ
し

い
、
と
結
ん
だ
。

　
担
当
教
員
の
櫻
井
博
子
准
教
授

は
「
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
複
数

の
裁
判
例
や
関
連
す
る
議
論
を
詳

し
く
調
べ
、
そ
の
内
容
を
生
か
し

て
動
画
を
制
作
し
た
。
模
擬
裁
判

な
ら
で
は
の
貴
重
な
体
験
と
な
っ

た
だ
ろ
う
」
と
評
価
し
た
。

　
模
擬
裁
判
は
、
法
学
部
の
伝
統

行
事
の
一
つ
と
し
て
昭
和
43
年
に

始
ま
り
、「
法
律
討
論
会
」
と
隔

年
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

実行委員の学生らが主体となって
撮影した法廷シーン

　
本
学
政
経
学
会
と
埼
玉
県

八
潮
市
が
共
催
す
る
社
会
連

携
事
業
「
第
６
回
社
会
連
携

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大

リ
ー
な
ど
を
用
い
た
街
お
こ

し
の
計
画
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
た
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
提

案
、
農
業
を
法
人
化
し
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
へ
と
結
び
つ
け
る
提
案

な
ど
、
八
潮
市
で
の
現
地
調

査
を
基
に
構
想
し
た
政
策

や
、
八
潮
市
の
特
産
や
強
み

を
生
か
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
政

策
が
提
言
さ
れ
た
。

　
発
表
後
の
質
疑
応
答
で

は
、
大
山
市
長
や
商
工
会
担

当
者
を
交
え
て
活
発
な
意
見

交
換
が
あ
り
、
学
生
ら
に
と

っ
て
地
域
経
済
に
対
す
る
視

地域に密着
世田谷区教委「キャリアアワード大賞」受賞

　
本
学
は
こ
の
ほ
ど
、
世
田
谷
区
教
育

委
員
会
主
催
「
キ
ャ
リ
ア
ア
ワ
ー
ド
２

０
２
４
」
の
大
賞
に
選
ば
れ
た
。
表
彰

式
が
昨
年
12
月
21
日
に
区
立
教
育
総
合

セ
ン
タ
ー
で
催
さ
れ
、本
学
地
域
連
携
・

社
会
貢
献
推
進
セ
ン
タ
ー
の
村
上
純
一

セ
ン
タ
ー
長
が
同
区
教
育
委
員
会
知
久

孝
之
教
育
長
よ
り
表
彰
状
を
授
与
し
た
。

　
同
区
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
・
発

展
に
尽
力
し
顕
著
な
功
績
が
認
め
ら
れ

る
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
団
体
、
大
学
、
企
業

な
ど
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
同
賞
で
本
学

は
、
複
数
年
に
わ
た
り
積
極
的
に
活
動

　
世
田
谷
区
と
本
学
は
令
和
５
年
度
か
ら
、

区
内
公
立
小
学
校
に
在
籍
す
る
外
国
人
児
童

の
学
級
に
本
学
外
国
人
留
学
生
を
派
遣
し
、

授
業
に
同
席
し
て
支
援
す
る
取
り
組
み
を
継

続
し
て
行
っ
て
い
る
。
今
年
度
は
昨
年
７
月

か
ら
12
月
に
か
け
て
、
２
校
に
合
わ
せ
て
４

人
の
大
学
院
生
が
支
援
に
入
っ
た
。

　
昨
年
度
か
ら
継
続
し
て
支
援
事
業
に
関
わ

る
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
博
士
課
程
２
年

の
張
琢
月
さ
ん
は
今
年
度
担
当
す
る
児
童
に

つ
い
て
、「
支
援
の
初
日
、
男
子
児
童
は
抵

抗
感
を
示
し
て
い
た
。
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
も

距
離
を
取
っ
て
い
た
が
、
１
カ
月
経
つ
頃
か

ら
急
に
積
極
的
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

日
本
語
の
理
解
度
も
高
く
な
っ
て
き
て
い
る

の
で
、
こ
の
ま
ま
順
調
に
学
校
生
活
に
溶
け

込
め
る
よ
う
最
大
限
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
」
と

話
し
た
。

　
同
区
の
帰
国
・
外
国
人
教
育
相
談
室
の
教

育
相
談
員
で
あ
る
宮
本
正
彦
氏
は
「
大
学
生

の
支
援
が
入
る
日
の
朝
は
表
情
が
明
る
い
と

聞
い
て
い
る
。
教
科
学
習
支
援
に
留
ま
ら
な

い
心
理
的
な
効
果
も
実
感
し
て
い
る
。
今
後

も
円
滑
な
学
年
移
行
な
ど
継
続
的
な
観
察
が

必
要
」
と
述
べ
た
。

　
個
別
指
導
や
通
級
指
導
な
ど
の
公
的
支
援

に
加
え
、
連
続
性
の
あ
る
多
様
な
学
び
を
提

供
す
る
試
み
と
し
て
今
後
も
支
援
を
継
続
し

て
い
く
。

　
埼
玉
県
八
潮
市
が
取
り
組
む

「
八
潮
こ
ど
も
夢
大
学
」が
昨
年
11

月
30
日
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
メ

イ
プ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
、
八
潮
市
内
の
小
中
学

生
ら
合
わ
せ
て
16
人
が
参
加
し
た
。

　
今
回
は
、「
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

に
よ
り
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
知

ろ
う
！
」
と
題
し
て
理
工
学
部
電

子
情
報
学
系
大
屋
隆
生
教
授
の
指

導
の
も
と
、
体
験
授
業
が
実
施
さ

れ
た
。

　
授
業
で
は
、
児
童
・
生
徒
ら
が

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
付
き
の
風
車
を

自
ら
製
作
。
太
陽
光
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
な

ど
異
な
る
光
を
当
て
た
際
の
風
車

の
回
転
の
変
化
を
調
べ
、
太
陽
光

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
光
の
種
類
の
違
い

に
つ
い
て
学
ん
だ
。
児
童
・
生
徒

ら
は
、
回
転
力
を
高
め
る
べ
く
風

車
の
改
良
を
試
み
る
な
ど
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
だ
。

　
体
験
授
業
終
了
後
に
は
、
34
号

館
ス
カ
イ
ラ
ウ
ン
ジ
で
学
食
を
体

験
し
、
児
童
・
生
徒
ら
は
「
今
後

の
学
校
で
の
理
科
の
授
業
が
と
て

も
楽
し
み
に
な
っ
た
」
と
充
実
し

た
表
情
を
み
せ
、
大
学
で
の
学
び

に
夢
を
膨
ら
ま
せ
た
。

留学生、外国人児童の授業サポート 世田谷区

回れ！回れ！ソーラー風車　八潮こども夢大学

知久教育長（右）から表彰状を
受け取る村上センター長（中央）

自分で作った風車に光を当てて
回転を確認する児童・生徒たち

し
て
い
る
継
続
性
、
そ
の
教
育
的
効
果

の
高
さ
、
幅
広
い
広
報
活
動
の
発
信
力

な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。

　
本
学
は
、
日
本
語
教
育
分
野
と
特
別

支
援
教
育
分
野
で
学
生
・
教
員
が
区
内

幼
稚
園
や
小
学
校
に
入
り
継
続
的
に
支

援
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
ゼ
ミ
活
動
や

学
校
行
事
、
地
域
行
事
を
通
し
て
大
学

生
と
小
学
生
と
の
連
携
、
交
流
を
多
方

面
か
ら
行
っ
て
い
る
。
　

　
引
き
続
き
区
の
一
員
と
し
て
連
携
を

強
化
し
発
展
的
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

継
続
し
て
幼
・
小
に
支
援

各
種
行
事
で
連
携
・
交
流

模擬裁判
法学部１年生  熟考

［
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
］

　
中
央
図
書
館
地
下
１
階

多
目
的
ホ
ー
ル
タ
イ
ル
カ

ー
ペ
ッ
ト
更
新
／
８
号
館

地
下
１
階
床
材
改
修
／
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
寮
室
カ
ー
ペ

ッ
ト
更
新
／
24
号
館
ラ
ン

ド
リ
ー
お
よ
び
階
段
内
装

改
修
／
柴
田
会
舘
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
自
動
ド
ア
化
（
令

和
７
年
３
月
完
工
予
定
）

［
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
］

　
30
号
館
空
調
設
備
更
新

（
令
和
７
年
３
月
完
工
予

定
）
／
メ
イ
プ
ル
ホ
ー
ル

照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
／
弓
道
場

安
土
修
繕
／
第
４
体
育
館

内
装
改
修
／
第
２
柔
道
場

改
修
（
令
和
７
年
３
月
完

工
予
定
）
／
成
文
堂
改
修

［
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
］　

　
18
号
館
昇
降
機
修
繕
お

よ
び
空
調
設
備
更
新
／
剣

道
場
床
張
替
（
令
和
７
年

３
月
完
工
予
定
）
／
臨
床

実
習
室
床
修
繕
／
体
育
館

棟
ア
リ
ー
ナ
１
・
２
、
レ

ス
リ
ン
グ
場
、
柔
道
場
、

剣
道
場
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
（
ア
リ

ー
ナ
１
・
２
は
令
和
７
年

３
月
完
工
予
定
）

主
な
施
設
整
備
情
報
令
和
６
年
４
月
～

令
和
７
年
３
月

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
１

年
間
の
予
定
で
、
学
外
派

遣
研
究
員
と
し
て
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
の
ヘ
ル
シ
ン
キ
大

学
哲
学
・
歴
史
・
芸
術
学

部
で
研
究
を
し
て
い
る
。

前
の
大
学
院
時
代
の
留
学
。
ヘ
ル
シ
ン

キ
大
学
で
勉
強
し
て
い
た
の
で
、今
回
、

教
員
と
し
て
戻
っ
て
来
る
こ
と
が
で
き

て
う
れ
し
い
。

　
久
し
ぶ
り
に
暮
ら
す
ヘ
ル
シ
ン
キ
の

街
並
み
は
、
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な

い
。
た
だ
生
活
は
大
き
く
変
化
し
た
。

日
本
よ
り
電
子
化
が
進
ん
で
お
り
、
あ

ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が

必
須
で
あ
る
。
ま
た
、
イ
ン
フ
レ
、
恐

ろ
し
い
ほ
ど
の
ユ
ー
ロ
高
で
物
価
が
留

学
し
て
い
た
時
の
１
・
５
倍
か
ら
２
倍

に
感
じ
ら
れ
る
。
し
ば
ら
く
す
る
と
慣

れ
て
し
ま
っ
た
が
、
た
ま
に
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
明
細
を
見
て
ク
ラ
ク
ラ
す

る
。

　
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
で
は
、
ト
ペ
リ
ア

と
い
う
歴
史
あ
る
建
物
の
一
室
を
使
用

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
隣
人
の
ヘ
ン

リ
カ
・
タ
ン
デ
フ
ェ
ル
ト
講
師
は
快
活

か
つ
親
切
な
人
柄
で
、
何
か
と
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
。
旧
来
の
友
人
と
の
親

交
に
加
え
て
、
新
し
い
出
会
い
も
楽
し

ん
で
い
る
。

　
夏
は
国
内
各
地
の
戦
争
博
物
館
、
記

念
碑
、
英
雄
墓
地
（
戦
没
者
墓
地
）
を

巡
っ
た
。
実
際
に
戦
争
の
「
記
憶
」
が

ど
の
よ
う
に
展
示
さ
れ
た
り
、
説
明
さ

れ
て
い
た
り
し
て
い
る
の
か
を
調
査
し

た
。
ロ
シ
ア
の
国
境
近
く
の
街
も
巡
っ

た
が
、
国
境
が
閉
ざ
さ
れ
た
の
で
ロ
シ

ア
人
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い
た
店
が
廃

業
し
た
り
し
て
閑
散
と
し
て
い
た
。
ヘ

ル
シ
ン
キ
で
も
い
つ
も
見
か
け
た
ロ
シ

ア
人
観
光
客
の
姿
も
な
い
。
そ
の
よ
う

な
変
化
を
感
じ
な
が
ら
も
、
充
実
し
た

在
外
研
究
生
活
を
過
ご
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
く
れ
た

国
士
舘
大
学
、
そ
し
て
快
く
送
り
出
し

て
く
れ
た
同
僚
に
感
謝
す
る
。

（
令
和
６
年
12
月
19
日
寄
稿
）

　
公
益
財
団
法
人
日
本
デ
ザ
イ
ン

振
興
会
主
催
の
「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ

ン
賞
２
０
２
４
」
が
昨
年
10
月
16

日
に
発
表
さ
れ
、
理
工
学
部
ま
ち

づ
く
り
学
系
の
西
村
亮
彦
研
究
室

が
設
計
・
施
工
し
た
「
浅
草
雷
門

通
り
パ
ー
ケ
ー
ド
」が
受
賞
し
た
。

　
西
村
研
究
室
は
、
昨
年
３
月
に

東
京
・
浅
草
の
雷
門
通
り
で
実
施

さ
れ
た
、
車
道
の
一
部
を
歩
行
者

の
た
め
の
空
間
に
転
用
し
来
街
者

の
憩
い
の
場
と
し
て
活
用
す
る

「
パ
ー
ク
レ
ッ
ト
」
の
社
会
実
験

で
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
。
研
究
室
の

学
生
ら
約
20
人
が
、
地
元
職
人
と

協
働
し
て
商
店
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド

や
街
並
み
と
一
体
と
な
っ
た
「
パ

ー
ケ
ー
ド
」
を
Ｄ
Ｉ
Ｙ
で
設
計
・

施
工
し
た
。

　
大
学
が
中
間
組
織
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
点
、
地
域
性
を
鑑
み

た
風
景
と
し
て
設
計
さ
れ
た
点
な

ど
が
、
恒
常
的
な
都
市
計
画
に
も

意
義
あ
る
調
査
だ
と
評
価
さ
れ
た
。

　
経
営
学
部
の
田
中
史
人
ゼ

ミ
が
企
画
す
る
子
ど
も
食
堂

が
昨
年
11
月
９
日
、
東
急
世

田
谷
線
の
上
町
駅
で
開
催
さ

れ
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と

保
護
者
合
わ
せ
て
24
人
が
参

加
し
た
。

　
企
画
し
た
の
は
地
域
活
性

化
を
目
指
し
た
活
動
を
行
う

田
中
ゼ
ミ
に
所
属
す
る
学
生

６
人
。
東
急
電
鉄
株
式
会
社

の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
の
ゼ
ミ

活
動
で
交
流
の
あ
る
世
田
谷

観
光
物
産
株
式
会
社
や
、
空

と
虹
の
家
保
育
園
か
ら
協
力

を
得
て
、
企
画
実
現
に
向
け

て
準
備
を
進
め
た
。

　
当
日
は
、
車
内
に
子
ど
も

た
ち
を
迎
え
入
れ
、
昼
食
を

と
っ
た
後
、
学
生
ら
に
よ
る

ク
イ
ズ
大
会
や
東
急
電
鉄
の

乗
務
員
に
よ
る
電
車
の
乗
り

方
、
車
掌
体
験
な
ど
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

寺
内
研
究
室
に
感
謝
状

玉
川
署  

交
通
安
全
対
策
を
支
援

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

目
を
輝
か
せ
な
が
ら
運
転
席

に
座
っ
た
り
、
マ
イ
ク
越
し

に
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
体
験
す
る

な
ど
し
て
車
内
で
の
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
た
。

　
企
画
を
主
導
し
た
松
田
築

さ
ん
（
４
年
）
は
「
子
ど
も

た
ち
に
地
元
を
走
る
世
田
谷

線
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
場
に
し
た
い
と
考
え
て
企

画
し
た
。
参
加
者
の
楽
し
げ

な
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で

き
、自
分
自
身
も
楽
し
め
た
」

と
手
応
え
を
述
べ
た
。

電
車
内
で
学
生
ら
に
よ
る
ク
イ
ズ
大
会
を

楽
し
む
子
ど
も
た
ち

感謝状を手にする
鈴 木 萌 々 さ ん ㊨

（院修士２年）と久
保孝幸さん（４年）

　
理
工
学
部
建
築
学
系
の
寺

内
義
典
研
究
室
は
昨
年
11
月

26
日
開
催
の
「
令
和
６
年
交

通
功
労
者
等
表
彰
式
」
で
、

警
視
庁
玉
川
警
察
署
か
ら
感

謝
状
を
授
与
さ
れ
た
。

　
寺
内
研
究
室
は
平
成
22
年

か
ら
現
在
ま
で
、
東
京
・
世

田
谷
区
の
二
子
玉
川
地
区
交

通
環
境
浄
化
推
進
協
議
会
交

通
部
会
を
中
心
と
し
た
地
域

主
体
の
交
通
安
全
対
策
の
支

援
を
し
て
お
り
、
今
回
の
受

賞
は
本
活
動
が
認
め
ら
れ
た

も
の
。

　
寺
内
教
授
は
「
交
通
に
関

わ
る
諸
問
題
に
対
し
、
学
生

と
多
様
な
関
係
者
と
で
取
り

組
み
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
謝
意
を
示
し

た
。

　
本
学
21
世
紀
ア
ジ
ア
学
部

と
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
女
子
ホ

ッ
ケ
ー
チ
ー
ム
は
、
地
域
ス

ポ
ー
ツ
振
興
事
業
に
関
す
る

覚
書
を
昨
年
７
月
１
日
に
締

結
し
た
。
こ
れ
は
、
相
互
の

連
携
・
協
力
を
通
じ
て
、
学

生
の
教
育
・
研
究
な
ら
び
に

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
発

展
に
寄
与
し
、
地
域
振
興
お

よ
び
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
向

上
、
両
者
の
発
展
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
。

　
令
和
５
年
か
ら
同
チ
ー
ム

と
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取

り
組
む
同
学
部
の
鈴
木
敦
子

研
究
室
は
、
女
子
フ
ィ
ー
ル

ド
ホ
ッ
ケ
ー
の
普
及
と
成
長

を
目
的
と
し
た
調
査
を
実
施

す
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
研
究
を
通
じ
た
地

域
や
競
技
団
体
の
発
展
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
今
回
の
締

結
に
よ
っ
て
、
活
動
の
継
続

性
や
実
装
化
が
進
み
、
応
援

動
画
の
制
作
・
発
信
や
応
援

コ
ー
ル
の
考
案
な
ど
選
手
の

士
気
向
上
と
応
援
ム
ー
ド
の

醸
成
に
寄
与
す
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

自ら考案した応援コールで
会場を盛り上げる学生ら

ヘルシンキ市内（令和６年
11月23日撮影）

授業に参加できるようサポート
する張さん

文
学
部
教
授

（
専
門
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
史
）

フィンランド

　
私
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
に
関
心
を
抱
い
て
こ
れ
ま
で
研
究

を
進
め
て
き
た
。
こ
こ
数
年
、
研
究
関

心
は
現
代
史
に
向
い
て
お
り
、
今
回
の

滞
在
で
は
ソ
連
と
２
度
戦
い
、
敗
北
し

た
第
二
次
世
界
大
戦
が
、
現
代
の
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
「
記

憶
」
さ
れ
、
社
会
に
影
響
を
与
え
て
い

る
の
か
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
研
究

し
て
い
る
。

　
同
国
に
長
期
滞
在
す
る
の
は
今
回
が

３
回
目
で
あ
る
。
１
回
目
が
29
年
前
の

学
部
時
代
の
ハ
ー
パ
ヴ
ェ
シ
と
い
う
町

で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
２
回
目
が
12
年

野
を
広
げ
る
貴
重
な
機
会
と

な
っ
た
。
　

　
受
賞
し
た
ゼ
ミ
は
次
の
と

お
り
。

【
最
優
秀
賞
】
貫
名
貴
洋
ゼ

ミ
「
Ｅ
Ｓ
Ｌ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
～
地
元
企
業
に
よ
る
避
難

支
援
～
」

【
優
秀
賞
】川
村
哲
章
ゼ
ミ
・

柴
田
怜
ゼ
ミ
・
柴
田
德
光
ゼ

ミ

議
論
を
重
ね
た
政
策
案
を
発
表
す
る
学
生
ら

会
」
が
昨
年
12
月
４
日
、
八

潮
市
役
所
３
階
大
会
議
室
で

開
催
さ
れ
、
中
間
発
表
会
を

経
て
選
出
さ
れ
た
６
ゼ
ミ
が

大
山
忍
八
潮
市
長
と
八
潮
市

商
工
会
青
年
部
担
当
者
を
前

に
政
策
提
言
を
行
っ
た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
社
会

連
携
と
地
場
産
業
及
び
地
場

産
品
Ⅲ
」
で
、
各
ゼ
ミ
で
八

潮
市
の
地
場
産
業
・
地
場
産

品
を
現
地
調
査
し
、
そ
れ
ら

地
域
資
源
を
活
用
す
る
こ
と

で
地
域
の
多
様
な
主
体
と
連

携
し
な
が
ら
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
資
す
る
提
案
を
し

た
。

　
発
表
で
は
、
ス
タ
ン
プ
ラ

東京・浅草のアーケードに面し
た車道を活用した「パーケード」

戦後現代史を多角的に研究

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
を
応
援

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞

在外研究
リポート

21ア、地域振興で連携

石
野  

裕
子
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国士舘要覧口絵「講堂における講義」

　
新
た
な
年
と
な
り
、
国
士

舘
が
現
港
区
南
青
山
の
地
に

創
立
し
て
か
ら
１
０
８
年
目

を
迎
え
る
。
小
民
家
の
一
室

で
夜
間
塾
か
ら
は
じ
ま
っ
た

本
学
は
、
２
年
後
の
大
正
８

（
１
９
１
９
）
年
に
世
田
谷

の
現
在
地
に
移
転
し
、
大
講

堂
な
ど
の
建
設
と
と
も
に
、

昼
間
開
講
の
高
等
部
を
開
設

し
て
教
育
の
基
盤
を
整
え

る
。
移
転
後
の
本
学
草
創
期

を
知
る
史
料
と
し
て
、
近
年

資
料
室
で
収
集
し
た
「
国
士

舘
要
覧
」２
点
が
存
在
す
る
。

は
い
ず
れ
も
同
じ
で
、
①
国

士
舘
設
立
趣
旨
、
②
国
士
舘

沿
革
概
要
、
③
国
士
舘
教
育

方
針
の
一
班
、④
授
業
科
目
、

⑤
国
士
舘
規
則
、
⑥
国
士
舘

職
員
、
⑦
財
団
法
人
国
士
舘

役
員
、
⑧
財
団
法
人
国
士
舘

維
持
委
員
会
役
員
、
⑨
国
士

舘
生
活
、
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
ず
発
行
年
を
読
み
解
く

と
、
要
覧
Ａ
は
⑧
維
持
委
員

会
役
員
に
記
さ
れ
た
会
計
主

務
山
田
悌
一（
旧
姓
喜
多
）の

改
姓
時
期
や
、
⑦
の
法
人
顧

問
田
尻
稲
次
郎
の
死
去
年
か

ら
判
断
し
て
、
大
正
11
年
１

月
～
12
年
８
月
間
の
発
行
と

考
え
ら
れ
る（『
通
史
編
』
１

０
９
頁
）。ま
た
要
覧
Ｂ
は
、

口
絵
中
の「
東
京
事
務
所
」と

題
さ
れ
た
生
存
同
盟
会
館
の

落
成
写
真
か
ら
、
大
正
13
年

７
月
以
降
の
発
行
と
推
定
で

き
る（『
通
史
編
』１
０
９
頁
）。

　
次
に
特
徴
あ
る
内
容
を
み

て
お
こ
う
。
①
設
立
趣
旨
の

項
に
は
、
大
正
６
年
の
創
立

当
初
に
発
し
た「
設
立
趣
旨
」

と
、
本
旨
は
同
義
で
あ
る
も

の
の
異
な
る
文
章
が
掲
載
さ

れ
て
い
る（『
史
料
編
上
』
85

頁
）。理
念
を
示
す
箇
所
を
抜

粋
す
れ
ば
「
吾
徒
の
期
す
る

所
は
、
物
質
教
育
の
弊
を
打

破
し
、
重
き
を
心
性
の
練
磨

に
置
き
、
配
す
る
に
科
学
智

を
以
て
し
、
剛
健
質
実
一
世

風
教
の
府
た
ら
ん
と
す
る
に

外
な
ら
な
い
」
と
あ
り
、
表

現
を
変
え
て
記
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
②
沿
革
概
要
か
ら

は
新
た
な
知
見
も
得
ら
れ

た
。
教
職
員
寮
で
あ
る
「
舘

宅
六
棟
」
が
大
正
10
年
４
月

に
竣
工
、
ま
た
現
７
号
館
周

辺
に
位
置
し
た
第
二
寄
宿
舎

（
回
天
寮
）
が
大
正
10
年
９

月
25
日
に
落
成
と
あ
り
、
百

年
史
編
纂
で
は
明
確
で
な
か

っ
た
完
成
時
期
を
補
完
で
き

る
（『
通
史
編
』
70
頁
）。
ま

た
⑨
生
活
の
項
に
は
、
全
寮

制
で
あ
っ
た
高
等
部
学
生
の

一
日
が
記
さ
れ
る
。
国
士
村

と
称
し
た
学
生
に
よ
る
自
治

制
度
を
設
け
て
、
厳
格
な
共

同
生
活
の
な
か
か
ら
学
ぶ
様

子
が
描
か
れ
て
い
る
。
特
に

舘
宅
の
完
成
に
よ
り
教
職
員

の
居
住
が
増
え
た
こ
と
で
、

師
弟
が
寝
食
を
共
に
し
学
ぶ

と
い
う
草
創
期
の
教
育
の
特

徴
が
よ
り
意
義
あ
る
も
の
に

な
っ
た
点
も
理
解
で
き
る
。

（
国
士
舘
史
資
料
室

�

熊
本
　
好
宏
）

自
明
の
通
り
「
要
覧
」
は
組

織
概
要
を
理
解
す
る
点
で
有

用
で
あ
る
が
、
令
和
３
年
に

終
え
た
『
国
士
舘
百
年
史
』

『
史
料
編
』
上
・
下
と
『
通

史
編
』
の
３
巻
編
纂
で
は
収

載
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
を

機
に
大
正
期
「
要
覧
」
を
読

み
解
き
つ
つ
紹
介
す
る
。

　
要
覧
２
点
は
い
ず
れ
も
33

頁
の
小
冊
子
で
口
絵
に
写
真

を
掲
載
す
る
が
、
奥
付
が
な

い
た
め
発
行
年
月
の
表
記
が

な
い
（
以
下
、
便
宜
上
Ａ
・

Ｂ
と
表
記
）。口
絵
の
頁
数
は

要
覧
Ａ
10
頁
・
要
覧
Ｂ
12
頁

と
異
な
る
が
、
本
文
の
構
成

歩
こ
う
。

「
今
で
き
る
こ
と
」を
見
つ
め
続
け

卒業生奮闘

この人
㊳

　「
失
っ
た
も
の
を
数
え
る
よ
り
、
今
で
き
る
こ
と
を
探

し
て
ほ
し
い
」。
こ
う
語
る
の
は
、
義
足
の
モ
デ
ル
と
し

て
活
躍
す
る
本
学
卒
業
生
の
川
原
渓
青
さ
ん
（
令
和
２
年

理
工
学
部
卒
・
令
和
４
年
大
学
院
工
学
研
究
科
修
了
）だ
。

モ
デ
ル
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
、
そ
し
て
障
が
い
者
支
援

企
業
の
社
員
、
と
多
彩
な
顔
を
も
つ
彼
の
半
生
を
辿
り
な

が
ら
、
そ
の
魅
力
に
迫
る
。

　
水
泳
に
打
ち
込
ん
だ
学
生

　
時
代
、
突
然
の
事
故

　
兵
庫
県
で
生
ま
れ
育
っ
た

川
原
さ
ん
は
、
活
発
な
少
年

時
代
を
過
ご
し
た
。
両
親
は

彼
の
「
や
り
た
い
」
と
い
う

気
持
ち
を
尊
重
し
、
囲
碁
や

料
理
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
に
挑
戦
さ
せ
て
く
れ
た
。

そ
の
中
で
も
、
水
泳
は
「
プ

ー
ル
で
溺
れ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
始
め
た
」
と
い
う
か

ら
意
外
だ
。
中
学
か
ら
は
本

格
的
に
競
技
と
し
て
打
ち
込

み
、
水
泳
で
の
実
績
が
認
め

ら
れ
高
校
、大
学
へ
と
進
学
。

大
学
で
は
厳
し
い
練
習
と
勉

強
に
明
け
暮
れ
る
日
々
を
送

っ
て
い
た
。

　
大
学
３
年
生
の
１
月
、
人

生
を
大
き
く
変
え
る
出
来
事

今
ま
で
同
じ
プ
ー
ル
で
一

緒
に
練
習
し
て
き
た
の

で
、
障
が
い
や
パ
ラ
水
泳

に
対
し
て
の
抵
抗
が
な

く
、
自
分
も
こ
の
部
な
ら

で
き
る
、と
思
え
ま
し
た
」

協定校５校によるアカデミックコンソー
シアムで開かれたワークショップ

面
接
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
実
践

　
本
学
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催

の
面
接
体
験
セ
ミ
ナ
ー
が
昨
年
11
月
30
日
、

12
月
１
日
の
２
日
間
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

で
実
施
さ
れ
、
就
職
活
動
を
控
え
た
学
部
３

年
生
、
修
士
１
年
生
約
40
人
が
参
加
し
た
。

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
個
人
・
集

団
面
接
を
11
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
行

い
、
事
前
に
作
成
し
た
履
歴
書
を
も
と
に
、

本
番
さ
な
が
ら
の
面
接
を
実
施
し
た
後
、
各

グ
ル
ー
プ
の
講
師
か
ら
直
接
指
導
を
受
け
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
講
師
を
務
め
た
企
業
の
採

モ
デ
ル川か

わ
は
ら原  

渓け
い
せ
い青
さ
ん（
27
歳
）

フィリピンのデ・ラ・サール大学でアカデミックコンソーシアム

　
大
正
期
「
国
士
舘
要
覧
」

「
若
者
の
力
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
政
治
を
変
革
さ
せ
た
」

用
担
当
者
は
、
面
接
時
の
姿
勢
や
話
し
方
の

み
な
ら
ず
、
ど
の
よ
う
な
視
点
で
話
を
進
め

て
い
く
べ
き
か
な
ど
、
企
業
側
の
視
点
で
ア

ド
バ
イ
ス
し
た
。

　
参
加
し
た
学
生
か
ら
は
「
有
益
な
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
も
ら
え
た
こ
と
で
自
身
の
課
題

を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
た
」「
緊
張
し

た
が
、
就
活
本
番
に
向
け
て
こ
の
雰
囲
気
に

慣
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
感

じ
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
、
学
生
に
と

っ
て
実
り
あ
る
時
間
と
な
っ
た
。

学生6人SDGs探究
　
本
学
と
協
定
校
５
校
に
よ
る

第
２
回
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
（
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｃ
２
０
２

４
）
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
デ
・
ラ
・

サ
ー
ル
大
学
で
昨
年
11
月
12
・

13
日
に
開
催
さ
れ
、
本
学
学
生

６
人
と
教
職
員
４
人
が
参
加
し

た
。
こ
の
催
し
は
、
協
定
校
間

で
の
複
線
的
な
交
流
を
意
図
し

た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
に
実
施
し
た
も
の

で
、
第
１
回
は
令
和
５
年
に
本

学
で
実
施
。
今
回
は
本
学
か
ら

の
参
加
者
を
含
め
約
30
人
の
参

加
が
あ
っ
た
。

　
初
日
に
は
、
デ
・
ラ
・
サ
ー

ル
大
学
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
わ
る

取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
、
続
け

て
、
他
己
へ
の
理
想
的
な
慈
善

事
業
を
考
え
る
際
の
思
考
モ
デ

ル
を
考
え
る
想
定
で
、
学
生
間

で
「
他
人
か
ら
見
た
理
想
的
な

ア
イ
テ
ム
を
考
え
る
」
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
期
間
中
に
は
、
高
齢

者
の
貧
困
を
解
決
す
る
た
め
の

施
設
「
テ
レ
サ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ズ
」
の
見
学
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル

繊
維
を
原
材
料
と
し
た
伝
統
衣

装
工
房
の
見
学
、
ス
ペ
イ
ン
統

治
時
代
の
要
塞
イ
ン
ト
ラ
ム
ロ

ス
の
見
学
、
各
国
の
文
化
紹
介

な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通

し
て
、
各
国
の
学
生
が
異
文
化

と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
理
解
を
深
め

た
。

　
参
加
し
た
赤
羽
愛
子
さ
ん

（
政
経
３
年
）
は
「
ゼ
ミ
活
動

で
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
貧
困
に
つ
い

て
学
ん
で
お
り
、
今
回
は
新
た

な
視
点
か
ら
同
国
を
知
る
機
会

を
得
た
。
日
本
と
の
関
係
性
を

遺
構
な
ど
か
ら
現
地
目
線
で
捉

え
直
し
、
日
本
を
俯
瞰
し
て
見

る
こ
と
が
で
き
た
。
な
に
よ
り

英
語
で
自
分
の
意
見
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
大
き
な
自

信
と
な
っ
た
」と
振
り
返
っ
た
。

　
本
学
21
世
紀
ア
ジ
ア
学
会
は
昨

年
12
月
11
日
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共

和
国
の
国
会
議
員
で
本
学
大
学
院

政
治
学
研
究
科
客
員
教
授
の
プ
テ

ィ
・
グ
ン
ト
ゥ
ル
・
ス
カ
ル
ノ
氏

を
招
い
た
講
演
会
を
開
催
し
、
学

生
約
１
８
０
人
が
聴
講
し
た
。

　
同
国
建
国
の
父
と
い
わ
れ
た
故

ス
カ
ル
ノ
大
統
領
の
孫
で
あ
る
プ

テ
ィ
氏
は
講
演
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
独
立
期
か
ら
政
権
交
代
、
そ

し
て
民
主
化
の
時
期
を
概
観
し
、

総
じ
て
そ
れ
ら
変
革
の
中
心
的
な

役
割
を
果
た
し
た
若
者
の
存
在
に

つ
い
て
言
及
し
た
。

　
現
在
も
、
大
学
内
の
政
治
的
な

組
織
や
政
党
に
よ
る
政
治
家
育
成

塾
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
通
じ
て
積
極
的
に
政
治
活
動

す
る
学
生
が
増
加
し
て
お
り
、
若

者
の
力
を
活
用
し
た
、
よ
り
健
全

な
民
主
主
義
の
構
築
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
訴
え
た
。

　
プ
テ
ィ
氏
は
「
学
生
時
代
に
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
視
野
を
広

げ
る
こ
と
が
社
会
で
必
ず
役
立

つ
。
各
国
の
状
況
を
知
り
、
周
り

の
環
境
や
地
域
、
国
に
貢
献
で
き

る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
う
れ
し

い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

留学生スピーチコンテスト
日本語で「愛を知るまで」

左から、入賞したダリアさん、陳
さん、金昇衍さん、金地原さん

　
本
学
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
が
主

催
す
る
本
学
の
外
国
人
留
学
生
を

対
象
と
し
た
第
13
回
日
本
語
ス
ピ

ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
が
昨
年
11
月
３

日
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
34
号
館

Ｂ
３
０
１
教
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　
今
回
は
４
学
部
１
研
究
科
よ
り

11
人
の
外
国
人
留
学
生
（
国
籍
は

韓
国
５
人
、
中
国
４
人
、
台
湾
１

人
、
ド
イ
ツ
１
人
）
が
、「
愛
」

を
テ
ー
マ
に
、
家
族
や
音
楽
、
ア

ニ
メ
・
ゲ
ー
ム
、
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ

Ｔ
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
内
容
に
触

れ
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
感
じ
て

き
た
愛
に
つ
い
て
日
本
語
で
ス
ピ

ー
チ
し
た
。

　
教
員
に
よ
る
厳
正
な
審
査
の
結

果
、
最
優
秀
賞
は
「
愛
を
知
る
ま

で
」
と
題
し
て
ス
ピ
ー
チ
し
た
金

昇
衍
さ
ん（
文
）、
優
秀
賞
に
は
陳

怡
君
さ
ん（
院
修
士
）、優
良
賞
に

は
金
地
原
さ
ん
（
経
営
）、
審
査

員
特
別
賞
に
は
ダ
リ
ア
・
ア
ル
ラ

ー
ウ
ィ
さ
ん（
文
）が
選
出
さ
れ
、

入
賞
者
に
は
盾
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
た
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
に
至
る
ま
で
は
、

発
表
の
練
習
を
繰
り
返
し
行
う
な

ど
、
日
本
人
学
生
が
留
学
生
を
サ

ポ
ー
ト
し
た
。

金
昇
衍
さ
ん
最
優
秀
賞

「
教
員
採
用
は
情
報
戦
」

合
格
者
が
コ
ツ
伝
授

　
令
和
６
年
度
教
員
採
用
試

験
合
格
体
験
報
告
会
が
昨
年

12
月
10
日
、
世
田
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
34
号
館
Ｂ
３
０
３
教
室

で
実
施
さ
れ
、
教
職
を
目
指

す
学
生
約
40
人
が
参
加
し

た
。
今
年
度
の
教
員
採
用
試

験
に
合
格
し
た
政
経
学
部
、

理
工
学
部
、
文
学
部
の
４
年

生
合
わ
せ
て
５
人
が
登
壇

し
、
そ
れ
ぞ
れ
合
格
ま
で
の

プ
ロ
セ
ス
を
紹
介
し
た
。

　
報
告
会
で
は
、
具
体
的
な

勉
強
方
法
が
紹
介
さ
れ
た
ほ

か
、「
教
採
は
情
報
戦
」
だ

と
し
て
、
各
自
治
体
の
傾
向

を
熟
知
す
る
こ
と
の
ほ
か
、

多
様
な
情
報
を
集
め
た
事
例

が
報
告
さ
れ
た
。
５
人
は
口

を
揃
え
て
「
教
職
支
援
室
を

最
大
限
活
用
す
る
こ
と
」
と

呼
び
か
け
た
。報
告
者
ら
は
、

小
論
文
添
削
や
面
接
練
習
の

た
め
に
毎
週
の
よ
う
に
教
職

支
援
室
に
通
い
、
そ
こ
で
出

会
っ
た
教
員
志
望
の
仲
間
同

士
で
励
ま
し
合
っ
て
試
験
期

間
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で

き
た
と
強
調
。
あ
る
報
告
者

は
「
教
育
実
習
先
の
先
生
方

や
課
外
活
動
で
の
つ
な
が
り

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
縁
が
自

分
を
支
え
て
く
れ
た
」
と
話

し
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
た
。

各都府県警の警察官採用担当者から
説明を聞く学生ら

都
府
県
の
警
察
官
採
用
担
当
者
が
説
明
会

法
学
部
の
6０
人 

質
疑
応
答

　
法
学
部
は
、
警
察
官
を
志

す
２
・
３
年
生
を
対
象
に
昨

年
11
月
27
日
、
各
都
府
県
の

警
察
官
採
用
担
当
者
を
招
い

た
説
明
会
を
開
催
し
、
約
60

人
が
参
加
し
た
。
警
視
庁
お

よ
び
神
奈
川
県
、
千
葉
県
、

埼
玉
県
、
大
阪
府
の
各
警
察

の
採
用
担
当
者
と
、
警
察
官

と
し
て
第
一
線
で
活
躍
す
る

本
学
卒
業
生
３
人
が
、
仕
事

の
魅
力
や
、
や
り
が
い
を
学

生
に
語
り
か
け
た
。

　
前
半
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
で
は
、
職
務
内
容
や
警

察
学
校
で
の
生
活
の
ほ
か
、

各
都
府
県
の
魅
力
や
特
徴
な

ど
に
つ
い
て
紹
介
。
後
半
は

各
都
府
県
警
察
に
分
か
れ
て

個
別
に
話
を
聞
く
時
間
が
設

け
ら
れ
、
学
生
た
ち
は
熱
心

に
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
質
問

し
て
い
た
。

　
説
明
会
は
、
高
い
警
察
官

合
格
実
績
を
誇
る
法
学
部

が
、
各
警
察
の
魅
力
や
特
徴

を
理
解
し
比
較
し
た
上
で
試

験
に
臨
ん
で
ほ
し
い
と
い
う

趣
旨
で
毎
年
開
催
し
て
い
る
。 ３

年
連
続
で
総
合
優
勝

　
昨
年
11
月
４
日
か
ら
６
日

に
か
け
て
、
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ

ノ
イ
で
「
救
急
救
命
士
学
科

設
立
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
実
施
さ
れ
、
防
災
・
救
急

救
助
総
合
研
究
所
の
石
﨑
貴

准
教
授
、
体
育
学
部
の
喜
熨

斗
智
也
准
教
授
ら
が
救
急
救

命
処
置
に
関
す
る
実
習
や
教

育
技
法
の
指
導
に
当
た
っ
た
。

　
今
回
の
派
遣
は
、
厚
生
労

働
省
が
所
管
す
る
医
療
技
術

等
国
際
展
開
推
進
事
業
の
一

環
と
し
て
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
進
め
る
ベ
ト
ナ
ム
国
家

大
学
医
科
薬
科
大
学
お
よ
び

北
原
グ
ル
ー
プ
（
東
京
・
八

王
子
市
）
の
要
請
に
基
づ
き

実
現
し
た
も
の
。
２
０
２
９

年
に
国
内
初
の
救
急
救
命
士

学
科
を
設
置
予
定
の
同
大
学

で
教
員
と
な
る
現
地
医
師
17

人
を
対
象
に
指
導
者
研
修
を

実
施
し
た
。

　
石
﨑
准
教
授
ら
は
１
月
８

～
10
日
に
も
現
地
を
訪
れ
、

11
月
に
受
講
し
た
医
師
が
指

導
役
と
な
っ
て
現
地
医
師
・

看
護
師
に
研
修
を
行
い
、
改

善
点
を
議
論
す
る
な
ど
、
持

続
可
能
な
体
制
構
築
に
向
け

技
術
協
力
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
、
海
外
に
お
け
る

救
急
救
命
士
学
科
の
設
立
支

援
や
現
地
指
導
者
へ
の
教
育

研
修
な
ど
、
海
外
の
医
療
体

制
構
築
に
、
本
学
へ
の
高
い

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

東
日
本
学
生
救
急

救
命
技
術
選
手
権

多数の見学者が見守る中、適切な
処置を施す本学チーム

　
全
国
救
急
救
命
士
教
育
施

設
協
議
会
が
主
催
す
る
第
19

回
東
日
本
学
生
救
急
救
命
技

術
選
手
権
大
会
が
昨
年
11
月

17
日
に
千
葉
科
学
大
学
で
開

催
さ
れ
、
本
学
が
３
年
連
続

17
回
目
の
優
勝
を
果
た
し

た
。
大
会
に
は
救
急
救
命
士

を
養
成
す
る
大
学
・
専
門
学

校
な
ど
８
校
が
参
加
し
、
多

数
傷
病
者
、
内
因
性
、
外
因

性
な
ど
全
６
項
目
の
評
価
で

順
位
を
競
っ
た
。

　
本
学
は
体
育
学
部
ス
ポ
ー

ツ
医
科
学
科
３
・
４
年
生
の

選
抜
チ
ー
ム
６
人
が
出
場
。

６
ス
テ
ー
ジ
中
４
ス
テ
ー
ジ

で
１
位
の
成
績
を
収
め
、
見

事
総
合
優
勝
と
な
っ
た
。

　
同
大
会
は
、
会
員
校
の
学

生
が
そ
の
技
術
・
知
識
を
競

い
合
う
こ
と
に
よ
り
、
救
急

救
命
技
能
の
向
上
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
４
地
区
で

開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
昨
年
11
月
２
・
３
日
に
世

田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
楓
門
祭

が
、
同
16
・
17
日
に
多
摩
キ

ャ
ン
パ
ス
で
多
摩
祭
が
開
催

さ
れ
た
。

　
▼
楓
門
祭

　
テ
ー
マ
は
「
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ

ｄ
」。
参
加
団
体
の
枠
を
超

え
て
愛
さ
れ
続
け
る
楓
門
祭

を
つ
く
り
あ
げ
る
と
い
う
熱

意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
理
工

学
部
建
築
学
系
の
学
生
が
製

作
し
た
ゲ
ー
ト
で
来
場
者
を

出
迎
え
る
と
、
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
各
団
体
が
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
披
露
し
た
ほ
か
、
各

教
室
で
は
活
動
の
成
果
を
伝

し
と
な
っ
た
。

　
▼
多
摩
祭

　
恒
例
と
な
っ
て
い
る
新
体

操
部
に
よ
る
演
技
会
を
は
じ

め
、
各
ク
ラ
ブ
が
小
学
生
を

対
象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
教
室

を
開
催
し
、
地
域
の
児
童
ら

が
学
生
ア
ス
リ
ー
ト
か
ら
指

導
を
受
け
な
が
ら
新
体
操
や

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
レ
ス
リ
ン

グ
な
ど
の
競
技
を
楽
し
ん
だ
。

　
各
ク
ラ
ブ
に
よ
る
露
店
が

軒
を
連
ね
、ス
テ
ー
ジ
で
は
、

演
武
・
演
技
披
露
や
ボ
デ
ィ

ビ
ル
大
会
、
豪
華
賞
品
が
当

た
る
大
抽
選
会
が
催
さ
れ
る

な
ど
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
来
場

者
の
熱
気
に
満
ち
溢
れ
た
。

楓門祭��学園祭盛況  多摩祭

本番さながらの研修を行う
現地医師ら

就活の心得

３年生ら体験セミナー

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
後
に
講

師
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
学
生
ら

　
城
西
大
学
主
催
「
第
10
回

中
国
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
」
が
昨
年
10
月
26
日
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
、
国
内

外
の
大
学
13
校
か
ら
22
人
が

出
場
し
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

ス
ピ
ー
チ
部
門
で
、
内
田
歩

輝
さ
ん
（
政
経
４
年
）
＝
写

真
＝
の
ス
ピ

ー
チ
が
坂
戸

市
長
賞
に
選

ば
れ
た
。

内
田
さ
ん
受
賞

城
西
大
学
中
国
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

スカルノ氏が講演

え
る
、
ク
ラ
ブ

や
ゼ
ミ
な
ど
の

趣
向
を
凝
ら
し

た
展
示
が
行
わ

れ
、
多
く
の
人

で
賑
わ
っ
た
＝

写
真
。

　
世
田
谷
区
立

若
林
小
学
校
の

５
・
６
年
生
に

よ
る
展
示
や
大

学
生
と
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
し

た
演
奏
・
演
技

披
露
な
ど
も
あ

り
、
地
域
の
枠

を
も
超
え
た
催

本
学
の
救
急
救
命
士
ノ
ウ
ハ
ウ

ベ
ト
ナ
ム
で
指
導

　
政
経
学
部
の
谷
山
克
也
講

師
＝
写
真
＝
が
、
昨
年
８
月

25
日
か
ら
30
日
に
京
都
で
開

か
れ
た
第
27
回
国
際
昆
虫
学

会
議
で
発
表
し
、Presentation 

Awards for Young Scientists

を
受
賞
し
た
。
４
年
に
一
回

開
催
さ
れ
る
世
界
で
最
も
大

若
手
研
究
者
発
表
賞

谷
山
講
師
が
受
賞

国
際
昆
虫
学
会

規
模
な
昆
虫

に
関
す
る
学

会
で
、
今
大

会
は
２
８
１

７
タ
イ
ト
ル
の
発
表
が
あ
っ

た
。
同
部
門
の
受
賞
は
１
２

５
件
。

　
谷
山
講
師
は
、
地
球
温
暖

化
が
エ
ン
マ
コ
オ
ロ
ギ
の
地

理
的
変
異
に
与
え
た
影
響
に

つ
い
て
調
査
し
た
結
果
を
発

表
し
た
。

水
泳
と
つ
な
が
っ
て
い
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
」

始
め
て
６
カ
月
後
の
大
会
で

日
本
新
記
録
を
達
成
。
日
本

代
表
合
宿
に
参
加
す
る
ま
で

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
奇
し

く
も
コ
ロ
ナ
禍
で
大
会
の
状

況
は
大
き
く
様
変
わ
り
し
、

観
客
の
い
な
い
選
考
大
会
に

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
る
。

ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
を
始
め
た
。
義

足
の
日
常
生
活
を
発
信
す
る

中
で
多
く
の
反
響
を
得
る
よ

う
に
な
り
、
モ
デ
ル
と
し
て

の
活
動
を
始
め
る
き
っ
か
け

も
つ
か
ん
だ
。

在学中、練習に明け暮れた世
田谷キャンパスのプールで

が
起
こ
る
。
突
然
の
バ
イ
ク

事
故
で
右
膝
下
を
切
断
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
就
職

活
動
を
控
え
た
時
期
で
も
あ

り
、
将
来
へ
の
不
安
、
そ
し

て
何
よ
り
も
「
生
き
て
い
る

意
味
」
を
見
失
い
、
深
く
苦

悩
し
た
。

　「
で
き
な
い
」
か
ら
　

　「
や
ろ
う
」
へ
の
転
換

　
日
々
、
喪
失
感
に
苛
ま
れ

て
い
た
入
院
生
活
の
中
で
、

「
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
も
で
き

な
い
の
で
す
か
」
と
諦
め
放

っ
た
言
葉
に
、担
当
医
か
ら
、

「
私
は
60
歳
に
な
っ
て
も
で

き
な
い
よ
」
と
返
さ
れ
、「
は

っ
」
と
し
た
。

「
や
る
前
か
ら
理
由
を
つ

け
て
諦
め
て
い
た
。
諦
め

た
ら
何
も
で
き
な
い
。『
で

き
な
い
』
こ
と
を
数
え
る

の
で
は
な
く
『
や
ろ
う
』

と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」

コ
ー
チ
陣
の
存
在
も
大
き
か

っ
た
。

「
自
分
の
意
見
を
最
大
限

尊
重
し
て
も
ら
え
ま
し

た
。
国
士
舘
の
パ
ラ
水
泳

チ
ー
ム
の
お
陰
で
今
で
も

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
の
出
合
い
、

　
表
現
者
と
し
て
の
道
へ

　
パ
ラ
水
泳
を
始
め
た
当
初

は
「
水
に
入
る
の
も
怖
か
っ

た
し
、『
幻
肢
痛
』
の
影
響

で
健
常
な
左
足
の
キ
ッ
ク
が

強
く
な
り
、
ま
っ
す
ぐ
進
め

な
か
っ
た
」
と
い
う
。
し
か

し
、
３
カ
月
で
泳
ぎ
方
を
つ

か
ん
だ
川
原
さ
ん
。
競
技
を

　「
入
院
中
、
義
足
の
生

活
を
発
信
し
て
い
る
人
が

い
な
か
っ
た
ん
で
す
。
だ

か
ら
、
自
分
が
や
ろ
う
と

思
い
ま
し
た
。
義
足
で
も

こ
れ
だ
け
で
き
る
こ
と
が

あ
る
。
失
っ
た
も
の
を
数

え
る
の
で
は
な
く
、
今
で

き
る
こ
と
を
探
し
て
ほ
し

い
と
い
う
思
い
を
発
信
し

た
か
っ
た
ん
で
す
」

　
そ
の
想
い
は
全
世
界
へ
と

広
が
り
、
同
じ
よ
う
な
状
況

に
い
る
患
者
本
人
や
家
族
か

ら
、
今
で
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

届
く
と
い
う
。

　
水
泳
と
の
つ
な
が
り
、

　
そ
し
て
未
来
へ
の
展
望

　
水
泳
と
は
年
に
数
回
、
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
で
つ
な

が
り
を
保
ち
、
原
点
回
帰
の

場
と
し
て
い
る
。

「
パ
ラ
水
泳
大
会
で
出
会

う
人
は
み
ん
な
明
る
く
、

水
泳
に
取
り
組
む
姿
勢
に

感
銘
を
受
け
ま
す
。
あ
の

場
所
は
、
自
分
を
見
つ
め

　
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
川

原
さ
ん
は
「
自
分
の
個
性
、

強
み
を
生
か
し
て
、
自
分
な

り
の
方
法
で
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
な
社
会
の
実
現
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
で
す
」
と
力
強

く
語
る
。

　
最
後
に
、
在
学
生
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
尋
ね
る
と
「
自

分
で
何
か
を
起
こ
す
こ
と
も

大
事
で
す
が
、
何
か
起
こ
っ

た
時
に
対
応
す
る
能
力
も
人

生
に
お
い
て
は
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。
焦
ら
ず
、
そ
れ
ぞ

れ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
大
事

に
、
余
裕
を
持
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
」と
答
え
て
く
れ
た
。

　
　
　
　
　
※

　
現
在
、
モ
デ
ル
と
し
て
活

躍
す
る
川
原
さ
ん
は
、
大
学

で
学
ん
だ
ス
ポ
ー
ツ
工
学
や

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
お
陰
で
こ

の
身
体
を
維
持
で
き
て
い
る

と
い
う
。
そ
ん
な
彼
の
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
に
は
、
紹
介
文

に
「
ず
っ
と
運
が
い
い
」
と

書
か
れ
て
い
た
。

　
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
今
を
見
つ

め
る
川
原
さ
ん
の
さ
ら
な
る

活
躍
に
期
待
し
た
い
。

（
令
和
６
年
12
月
16
日
取
材
）

な
お
す
故
郷
の
よ
う
な
存

在
で
す
」

「
自
分
は
挫
折
し
ま
し
た

が
、
無
観
客
で
も
意
欲
を

持
ち
続
け
、
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
出
場
し
た
仲
間
を

心
か
ら
尊
敬
し
ま
す
」

と
、
当
時
を
回
顧
す
る
。

　
そ
ん
な
中
、
川
原
さ
ん
は

友
達
の
勧
め
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
Ｔ

リ
ハ
ビ
リ
に
励
み
、
人
一
倍

リ
ハ
ビ
リ
に
励
み
、
人
一
倍

歩
き
、
体
を
鍛
え
た
。
毎
日

歩
き
、
体
を
鍛
え
た
。
毎
日

日
記
を
つ
け
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

日
記
を
つ
け
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
感
情
を
吐
き
出
す
よ
う
に

な
感
情
を
吐
き
出
す
よ
う
に

し
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
病

し
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
病

院
に
見
舞
い
に
来
た
恩
師
か

院
に
見
舞
い
に
来
た
恩
師
か

ら
パ
ラ
水
泳
の
道
を
勧
め
ら

ら
パ
ラ
水
泳
の
道
を
勧
め
ら

れ
た
。
最
初
は
戸
惑
い
も
あ

れ
た
。
最
初
は
戸
惑
い
も
あ

っ
た
が
「
歩
く
こ
と
」
に
必

っ
た
が
「
歩
く
こ
と
」
に
必

死
だ
っ
た
毎
日
に
「
泳
ぐ
」

死
だ
っ
た
毎
日
に
「
泳
ぐ
」

と
い
う
飛
び
越
え
た
提
案
が

と
い
う
飛
び
越
え
た
提
案
が

希
望
の
光
に
見
え
た
。

希
望
の
光
に
見
え
た
。

　
復
学
後
、
川
原
さ
ん
は
水

　
復
学
後
、
川
原
さ
ん
は
水

泳
部
の
パ
ラ
水
泳
チ
ー
ム
で

泳
部
の
パ
ラ
水
泳
チ
ー
ム
で

練
習
を
再
開
し
た
。

練
習
を
再
開
し
た
。

「
国
士
舘
に
パ
ラ
水
泳
チ

「
国
士
舘
に
パ
ラ
水
泳
チ

ー
ム
が
あ
っ
た
こ
と
は
本

ー
ム
が
あ
っ
た
こ
と
は
本

当
に
大
き
か
っ
た
で
す
。

当
に
大
き
か
っ
た
で
す
。

〇　5６　〇
◆
資
料
提
供
の
お
願
い
◆

　
国
士
舘
に
関
す
る
資
料
や

情
報
の
ご
提
供
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
講
義
ノ

ー
ト
や
実
習
道
具
、
思
い
出

の
写
真
・
ア
ル
バ
ム
な
ど
、

学
生
時
代
の
資
料
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

【
ご
連
絡
先
】

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

　
柴
田
会
舘
内

　
国
士
舘
史
資
料
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０　３（
３
４
１
８
）

２
６
９
１
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【
柔
道
部
（
男
子
）】

講
道
館
杯
全
日
本
柔
道
体
重
別
選

手
権
大
会
（
11
／
２
～
３
）

60
㌔
級
　

３
位
　
松
永
烈
（
体
２
年
）

90
㌔
級
　

３
位
　
岡
田
陸
（
体
４
年
）

１
０
０
㌔
級
　

２
位
　
三
木
望
夢
（
体
１
年
）

【
柔
道
部
（
女
子
）】

全
日
本
学
生
柔
道
Ｙ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ

　
Ｃ
ｈ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
　
Ｔ
ｏ

ｕ
ｒ
ｎ
ａ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
（
12
／
14
～

15
）

48
㌔
級
　

３
位
　
城
戸
珊
醐
（
体
１
年
）

63
㌔
級
　

２
位
　
渡
邊
菜
月
（
体
３
年
）

【
空
手
道
部
】

第
68
回 

全
日
本
大
学
空
手
道
選

手
権
大
会
（
11
／
17
）

女
子
団
体
組
手

２
位
　
国
士
舘
大
学

男
子
団
体
形

３
位
　
国
士
舘
大
学

女
子
団
体
形

３
位
　
国
士
舘
大
学

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｅ
１
シ
リ
ー
ズ
Ａ
ト

ビ
リ
シ
大
会
（
１
／
10
～
12
）

女
子
個
人
組
手
55
㌔
級

３
位
　
原
田
明
莉
（
体
３
年
）

男
子
個
人
形

優
勝
　
印
口
翔
太
（
体
４
年
）

【
新
体
操
部
（
男
子
）】

第
77
回
全
日
本
新
体
操
選
手
権
大

会
（
11
／
８
～
10
）

男
子
団
体
総
合

２
位
　
国
士
舘
大
学

男
子
個
人
総
合

３
位
　
岡
本
瑠
斗
（
体
４
年
）

【
水
泳
部
】

第
41
回
日
本
パ
ラ
水
泳
選
手
権
大

会
（
11
／
９
～
10
）

男
子
50
㍍
平
泳
ぎ
Ｓ
Ｂ
12

優
勝
　
菰
渕
大
城
（
理
４
年
）

【
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
】

第
３
代
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
ス
ー
パ
ー
フ
ラ

イ
級
王
座
決
定
戦

新
王
者
　
花
岡
竜
（
体
３
年
）

グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
東
京

粘
り
の
柔
道
で
ロ
ス
へ
自
信

積極的に攻め続けて初優勝した中村選手（右）＝国際柔道連盟提供

　
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
東
京
が

昨
年
12
月
７
・
８
日
に
東
京

体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
60
㌔

級
の
中
村
太
樹
選
手
（
体
育

４
年
）
が
同
大
会
で
初
の
優

勝
を
果
た
し
た
。

　
中
村
選
手
は
昨
年
２
月
に

行
わ
れ
た
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ

ム
・
パ
リ
で
は
３
位
に
輝
き
、

大
学
ラ
ス
ト
イ
ヤ
ー
を
迎
え

た
４
月
の
ア
ジ
ア
選
手
権
を

制
覇
、
５
月
の
世
界
選
手
権

は
３
位
と
好
調
を
維
持
し
て

い
た
。

　
迎
え
た
こ
の
日
は
、
並
み

い
る
強
豪
を
相
手
に
、
準
決

勝
ま
で
オ
ー
ル
一
本
勝
ち
を

収
め
波
に
乗
る
と
、
決
勝
で

は
パ
リ
五
輪
銅
メ
ダ
リ
ス
ト

の
永
山
竜
樹
選
手
と
対
戦
。

序
盤
か
ら
投
げ
の
攻
め
合
い

と
な
る
な
ど
激
し
い
攻
防
の

末
、
延
長
戦
と
な
っ
た
ゴ
ー

ル
デ
ン
ス
コ
ア
開
始
１
分
24

秒
で
、
指
導
３
を
も
ぎ
取
る

粘
り
強
い
柔
道
で
世
界
一
の

称
号
を
勝
ち
取
っ
た
。

　
試
合
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
中
村
選
手
は
「
自
分
の
柔

道
を
貫
い
て
、
パ
リ
五
輪
メ

ダ
リ
ス
ト
に
勝
て
た
こ
と
は

自
信
に
な
っ
た
。
ロ
ス
五
輪

出
場
に
向
け
、
お
ご
ら
ず
に

や
る
べ
き
こ
と
を
や
っ
て
い

く
」
と
語
っ
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
90
㌔
級
に
出

場
し
た
川
端
倖
明
選
手
（
体

育
１
年
）
は
３
位
入
賞
を
果

た
す
な
ど
、
本
学
選
手
が
世

界
の
舞
台
で
健
闘
し
た
。

全
日
本
空
手
道
団
体
形

女
子
団
体
形 

悲
願
の
初
優
勝

息の合った素早い連続技で圧巻の演武を
みせる本学選手＝JKFan提供

女
子
団
体
組
手

初
代
世
界
王
者

　
第
３
回
全
日
本
空
手
道
団

体
形
選
手
権
大
会
が
昨
年
12

月
７
・
８
日
、
東
京
武
道
館

お
よ
び
日
本
武
道
館
で
開
催

さ
れ
、
女
子
団
体
形
で
本
学

が
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

　
前
回
大
会
で
は
僅
差
で
準

優
勝
と
悔
し
い
結
果
に
終
わ

っ
た
本
学
は
、
決
勝
戦
で
、

前
回
大
会
と
同
じ
「
ト
マ
リ

バ
ッ
サ
イ
」
を
演
武
。
堀
場

早
耶
選
手
（
体
育
４
年
）、

吉
本
弥
可
選
手（
同
４
年
）、

柏
本
菜
那
選
手
（
同
３
年
）

が
再
び
挑
み
、
進
化
し
た
姿

を
最
高
峰
の
舞
台
で
存
分
に

発
揮
し
、雪
辱
を
果
た
し
た
。

　
３
選
手
は
全
日
本
強
化
選

手
と
し
て
国
際
大
会
で
の
優

勝
経
験
を
も
つ
も
の
の
、
国

内
で
は
優
勝
に
届
か
な
い
試

合
が
続
い
て
い
た
。
試
合
後

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
堀
場
選

手
は
「
結
果
が
思
う
よ
う
に

残
せ
ず
不
安
な
時
期
も
あ
っ

た
が
、
こ
の
４
人
で
組
め
る

の
は
（
予
選
に
出
場
し
た
倉

岡
穂
乃
花
選
手
＝
同
１
年
＝

も
含
め
）
こ
れ
が
最
後
と
思

い
切
っ
て
挑
ん
だ
結
果
、
優

勝
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き

た
」 

と
述
べ
、
念
願
の
初
優

勝
に
喜
び
の
表
情
を
見
せ
た
。

　
第
１
回
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

世
界
国
別
空
手
道
選
手
権
大

会
が
昨
年
11
月
22
日
か
ら
24

日
に
か
け
て
ス
ペ
イ
ン
・
パ

ン
プ
ロ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
、

女
子
団
体
組
手
で
本
学
学

生
・
卒
業
生
を
含
む
日
本
代

表
チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
を
果

た
し
た
。

　
杉
田
菫
選
手（
体
育
３
年
）

は
日
本
代
表
の
先
陣
を
切
っ

て
予
選
リ
ー
グ
に
出
場
し
決

勝
戦
進
出
に
貢
献
。

　
ま
た
、
決
勝
戦
で
は
、
本

学
職
員
の
永
井
カ
ン
ナ
選
手

（
令
和
６
年
体
育
学
部
卒
）

が
先
鋒
を
、
嶋
田
さ
ら
ら
選

手
（
同
）
が
中
堅
を
務
め
そ

れ
ぞ
れ
勝
利
す
る
な
ど
大
い

に
活
躍
し
た
。

森
選
手

競
泳
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン

男
子
２
０
０
ｍ

個
人
メ
ド
レ
ー

　
競
泳
の
国
際
大
会
、
ジ
ャ

パ
ン
オ
ー
プ
ン
２
０
２
４
が

昨
年
11
月
29
日
か
ら
12
月
１

日
に
か
け
て
東
京
ア
ク
ア
テ

ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
森
拓
海
選
手
（
政
経
３

年
）
が
、
２
０
０
㍍
個
人
メ

ド
レ
ー
で
頂
点
に
立
っ
た
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
の
森
選
手

は
、
９
月
に
行
わ
れ
た
全
日

本
イ
ン
カ
レ
で
学
生
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
と
な
る
な
ど
好
調
を

維
持
し
て
お
り
、
昨
年
度
の

同
大
会
で
４
位
に
と
ど
ま
っ

た
雪
辱
を
誓
っ
て
い
た
。

　
大
会
当
日
、
予
選
競
技
を

３
位
で
通
過
し
た
森
選
手

は
、
決
勝
競
技
で
は
１
５
０

㍍
付
近
で
ト
ッ
プ
に
躍
り
出

る
と
、
そ
の
ま
ま
他
選
手
を

寄
せ
つ
け
な
い
泳
ぎ
を
み

せ
、
自
己
ベ
ス
ト
と
な
る
１

分
57
秒
71
を
マ
ー
ク
。
日
本

水
泳
連
盟
が
定
め
る
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
選
手
標
準
記

録
Ｃ
を
突
破
す
る
記
録
で
の

優
勝
だ
っ
た
。

　
後
日
、
佐
藤
圭
一
学
長
の

も
と
へ
優
勝
報
告
に
訪
れ
た

森
選
手
は
「
優
勝
で
き
た
こ

と
は
う
れ
し
い
が
、
記
録
と

し
て
は
目
標
に
届
か
な
か
っ

た
悔
し
さ
が
残
り
ま
す
。
国

内
の
一
流
選
手
や
ラ
イ
バ
ル

た
ち
に
負
け
な
い
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
し
て
い
き
、
ロ
ス

五
輪
出
場
を
目
指
し
て
、
着

実
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て

い
き
た
い
」
と
す
で
に
次
を

見
据
え
て
い
た
。

サ
ッ
カ
ー
新
人
戦 

大
学
日
本
一

　
第
８
回
全
日
本
大
学
サ
ッ
カ
ー
新
人
戦

が
昨
年
11
月
25
日
か
ら
29
日
に
か
け
て
行

わ
れ
、
グ
ル
ー
プ
リ
ー
グ
を
１
位
で
勝
ち

上
が
っ
た
本
学
が
、
決
勝
で
近
畿
大
学
を

破
り
、
見
事
優
勝
を
果
た
し
た
。
同
大
会

で
優
勝
す
る
の
は
初
。

　
29
日
に
東
京
・
Ａ
Ｇ
Ｆ
フ
ィ
ー
ル
ド
で

行
わ
れ
た
決
勝
で
は
、
前
半
31
分
に
工
藤

珠
凜
選
手
（
体
育
２
年
）
が
華
麗
な
ヘ
デ

ィ
ン
グ
シ
ュ
ー
ト
で
点
を
決
め
る
と
、
続

く
小
林
侑
志
郎
選
手
（
21
ア
２
年
）
も
コ

ー
ナ
ー
キ
ッ
ク
の
こ
ぼ
れ
球
を
押
し
込
み

２
―
０
と
し
た
。
後
半
は
開
始
直
後
、
相

手
に
得
点
を
許
す
も
の
の
、
本
間
凜
選
手

（
体
育
２
年
）
が
コ
ー
ナ
ー
キ
ッ
ク
か
ら

届
い
た
ボ
ー
ル
を
ヘ
デ
ィ
ン
グ
シ
ュ
ー
ト

で
決
め
３
―
１
で
見
事
勝
利
を
収
め
た
。

　
優
勝
を
受
け
、
今
春
開
催
さ
れ
る
第
３

回
大
学
日
韓
（
韓
日
）
新
人
戦
へ
の
出
場

が
決
ま
っ
た
。

初の新人戦制覇を喜ぶ部員ら
＝関東大学サッカー連盟／飯嶋玲子提供

空手W杯

　
本
学
剣
道
部
は
、
第
72
回

全
日
本
学
生
剣
道
優
勝
大
会

で
優
勝
と
い
う
輝
か
し
い
成

績
を
収
め
た
と
し
て
１
月
11

日
、
東
京
・
新
宿
の
京
王
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
優
勝
祝
勝
会

を
開
催
し
た
＝
写
真
。
会
場

に
は
部
員
や
指
導
者
、
卒
業

生
ら
約
２
７
０
人
が
集
い
、

12
年
ぶ
り
15
回
目
と
な
る
優

勝
を
盛
大
に
祝
っ
た
。

　
剣
道
部
部
長
の
右
田
重
昭

体
育
学
部
教
授
の
あ
い
さ

つ
、
関
東
学
生
剣
道
連
盟
副

会
長
の
山
田
常
基
氏
ら
の
祝

辞
の
後
、
同
部
監
督
の
久
保

優
樹
体
育
学
部
准
教
授
が
大

会
の
様
子
を
振
り
返
り
な
が

ら
選
手
を
一
人
一
人
紹
介
す

る
と
、
会
場
か
ら
健
闘
を
た

た
え
る
大
き
な
拍
手
が
沸
き

起
こ
っ
た
。
ま
た
、
本
学
剣

道
部
の
卒
業
生
ら
で
結
成
さ

れ
る
国
士
舘
大
学
回
天
剣
友

会
会
長
の
佐
野
英
一
氏
か
ら

は
、
選
手
ら
に
記
念
の
胴
が

贈
ら
れ
た
。

　
最
後
に
、
主
将
の
池
田
千

浩
選
手
（
体
育
４
年
）
が
、

よ
り
一
層
の
躍
進
に
向
け
た

決
意
を
述
べ
、
代
表
学
生
に

よ
る
先
導
で
の
部
歌
斉
唱
と

列
席
者
全
員
の
万
歳
三
唱
で

閉
会
し
た
。

５
年
ぶ
り
に
優
勝

東都大学準硬式野球秋季リーグ戦で
５年ぶりの優勝を喜ぶナイン

Ｇ
Ｋ
の
横
堀
選
手

マ
イ
ナ
ビ
仙
台
入
り

　
本
学
サ
ッ
カ
ー
部（
女
子
）

に
所
属
す
る
Ｇ
Ｋ
横
堀
美
優

選
手（
体
育
４
年
）＝
写
真
、

マ
イ
ナ
ビ
仙
台
提
供
＝
が
２

月
１
日
よ
り
Ｗ
Ｅ
リ
ー
グ
の

マ
イ
ナ
ビ
仙
台
レ
デ
ィ
ー
ス

に
加
入
し
た
。横
堀
選
手
は
、

守
備
範
囲
の
広
さ
や
ハ
イ
レ

ベ
ル
の
セ
ー
ビ
ン
グ
技
術
を

も
つ
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
と
し

て
、
活
躍
が
大
い
に
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　
加
入
に
あ
た
り
横
堀
選
手

は
「
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
と

し
て
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト

で
き
て
う
れ
し
い
。
今
ま
で

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て

の
方
々
へ
の
感
謝
を
忘
れ

ず
、
チ
ー
ム
の
勝
利
に
貢
献

で
き
る
選
手
に
な
れ
る
よ
う

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
」
と
意

気
込
み
を
語
っ
た
。

横
田
選
手 

箱
根
路
疾
走 

学
生
連
合

　
第
１
０
１
回
東
京
箱
根
間

往
復
大
学
駅
伝
競
走
（
箱
根

駅
伝
）
が
１
月
２
・
３
日
に

開
催
さ
れ
、
横
田
星
那
選
手

（
体
育
３
年
）
が
関
東
学
生

連
合
チ
ー
ム
と
し
て
出
場
し

た
。

　
横
田
選
手
は
６
区
を
走

り
、
復
路
開
始
に
ふ
さ
わ
し

い
勢
い
の
あ
る
山
下
り
を
見

せ
、
箱
根
町
か
ら
小
田
原
中

継
所
ま
で
の
20
・
８
㌔
を
59

分
38
秒
の
区
間
16
位
相
当
の

タ
イ
ム
で
力
走
し
た
。

　
大
会
終
了
後
の
取
材
に
横

田
選
手
は
「
大
学
の
代
表
と

し
て
恥
じ
な
い
走
り
を
し
よ

う
と
し
た
。
次
大
会
は
予
選

会
を
突
破
し
、
往
路
の
主
要

区
間
を
走
れ
る
選
手
に
な
り

た
い
」
と
述
べ
、
大
学
単
独

で
の
出
場
に
向
け
意
気
込
み

を
語
っ
た
。
関
東
学
生
連
合

チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
を
務
め
た

本
学
陸
上
競
技
部
小
川
博
之

駅
伝
監
督
は
「
経
験
が
な
い

中
で
予
定
通
り
の
記
録
を
出

せ
た
」
と
初
出
場
の
横
田
選

手
を
た
た
え
た
。

　
令
和
６
年
度
東
都
大
学
準

硬
式
野
球
秋
季
リ
ー
グ
戦
１

部
は
昨
年
10
月
30
日
に
全
日

程
を
終
了
し
、
本
学
は
10
勝

２
敗
の
勝
ち
点
５
で
10
季
ぶ

り
（
５
年
ぶ
り
）
の
優
勝
に

輝
い
た
。

　
本
学
は
、
令
和
４
年
度
秋

季
に
は
２
部
降
格
す
る
な
ど

近
年
は
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て

お
り
、
今
年
度
は
、
田
中
重

陽
監
督
の
も
と
本
学
大
学
院

に
在
籍
す
る
Ｏ
Ｂ
が
コ
ー
チ

と
し
て
加
わ
り
、
手
厚
い
指

導
と
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で

チ
ー
ム
改
革
に
当
た
っ
て
い

た
。

　
迎
え
た
リ
ー
グ
戦
で
は
、

リ
ー
グ
最
多
安
打
を
放
っ
た

藤
岡
良
祐
選
手（
体
育
２
年
）

を
中
心
に
強
力
な
打
線
を
形

成
。
ト
ッ
プ
の
チ
ー
ム
打
率

を
記
録
す
る
活
躍
を
み
せ
る

と
、
投
手
陣
も
与
え
ら
れ
た

役
割
を
全
う
し
、
着
実
に
勝

利
を
積
み
重
ね
た
。

　
渡
邉
嘉
人
主
将（
同
３
年
）

は
「
リ
ー
グ
戦
を
通
し
て
チ

ー
ム
全
体
が
よ
い
雰
囲
気
で

戦
え
た
こ
と
が
勝
利
の
要

因
」
と
話
す
な
ど
、
劣
勢
で

も
終
盤
で
逆
転
勝
ち
を
す
る

試
合
が
多
く
、
粘
り
強
い
野

球
を
貫
い
て
の
完
全
優
勝
と

な
っ
た
。

　
ま
た
、
11
月
に
行
わ
れ
た

関
東
地
区
大
学
・
社
会
人
準

硬
式
野
球
王
座
決
定
戦
も
制

し
、
秋
季
リ
ー
グ
戦
と
の
２

冠
を
達
成
し
た
。

女
子
徒
手
演
武
で

酒
井・舛
谷
ペ
ア
Ⅴ

　
第
２
回
全
日
本
合
気
道
競

技
大
会
（
第
49
回
関
西
合
気

道
競
技
大
会
）
が
、
昨
年
11

月
24
日
に
Ａ
ｓ
ｕ
ｅ
ア
リ
ー

　
酒
井
・
舛
谷
ペ
ア
は
試
合

を
終
え
、「
直
前
ま
で
不
安

な
点
は
克
服
し
、
ラ
イ
バ
ル

の
良
い
と
こ
ろ
を
取
り
入

れ
、
本
番
で
は
自
分
た
ち
に

し
か
で
き
な
い
演
武
を
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
４
年
間
の

稽
古
の
積
み
重
ね
が
本
番
で

発
揮
で
き
た
」
と
振
り
返
っ

た
。

　
酒
井
・
舛
谷
ペ
ア
は
10
月

の
全
日
本
学
生
大
会
で
は
３

位
に
終
わ
り
、
諦
め
き
れ
ず

今
大
会
の
出
場
を
決
意
し
て

お
り
、「
優
勝
へ
の
強
い
思

い
が
今
回
の
結
果
に
つ
な
が

っ
た
。
最
後
に
力
を
出
し
切

れ
て
本
当
に
う
れ
し
く
思

う
。
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た

皆
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
し
ま

す
」
と
述
べ
た
。

酒井選手（左）と舛谷選手

金メダルを掲げる（左から）
嶋田選手、永井選手、杉田選手

関
東
学
生
連
合
と
し
て
６
区
を
走
る
横
田
選
手

＝
月
刊
陸
上
競
技
提
供

ナ
大
阪
・
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
で

開
催
さ
れ
、
女
子
徒
手
演
武

競
技
で
酒
井
花
菜
選
手
（
体

育
４
年
）・
舛
谷
咲
選
手
（
法

４
年
）
組
が
圧
巻
の
演
武
で

見
事
優
勝
を
果
た
し
た
。

全
日
本
合
気
道
競
技
大
会

昨
年
度
の
雪
辱
を
果
た
し
頂
点
に
立
っ
た
森
選
手

東
都
大
学
準
硬
式

野
球
秋
季
リ
ー
グ

男
子
団
体
形
３
位

剣道部祝勝会 健闘たたえる
部員や指導者、卒業生ら270人集う

日本一を目指し練習に励む部員ら右から２番目が市川さん

マ
ネ
ジ
ャ
ー

　
塚
越
　
七
夢

�

（
21
ア
２
年
）

　
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
、
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気

が
特
徴
で
、
選
手
た
ち
の
結

束
力
が
強
い
チ
ー
ム
で
す
。

　
全
日
本
イ
ン
カ
レ
で
は
、

過
去
４
度
の
優
勝
を
誇
り
、

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場

し
た
玉
川
裕
康
選
手
を
は
じ

め
、
多
く
の
日
本
代
表
選
手

を
輩
出
す
る
伝
統
あ
る
ク
ラ

ブ
で
す
。
現
在
は
部
員
88
人

で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
練
習
で
は
、
選
手
た
ち
は

お
互
い
を
励
ま
し
合
い
な
が

ら
切
磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
パ
ス
や
シ
ュ
ー
ト

の
精
度
を
高
め
る
た
め
に
、

選
手
同
士
で
意
見
を
交
わ
す

姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
短
所
を

補
完
し
合
い
、
よ
り
強
い
チ

ー
ム
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
練
習
後
に
も
選
手

同
士
で
意
見
交
換
を
行
う
こ

と
も
多
く
、
こ
れ
は
チ
ー
ム

内
の
信
頼
関
係
を
深
め
る
よ

い
機
会
で
す
。
こ
う
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
選

手
た
ち
の
士
気
を
高
め
、
チ

ー
ム
全
体
と
し
て
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
向
上
に
寄
与
し
て

い
ま
す
。

　
チ
ー
ム
の
活
動
は
練
習
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
合
宿
や

親
睦
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
オ
フ

の
時
間
も
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
合
宿
で
は
、
練
習
の
合

間
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を

行
い
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
通
じ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス

す
る
時
間
を
設
け
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
普
段
は
見
ら
れ
な
い
選

手
た
ち
の
別
の
一
面
を
知
る

こ
と
が
で
き
、
絆
が
さ
ら
に

深
ま
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲

気
は
、
競
技
成
績
を
向
上
さ

せ
る
だ
け
で
な
く
、
選
手
た

ち
が
社
会
人
に
な
っ
た
後
も

続
く
友
情
や
絆
を
形
成
す
る

土
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。
チ

ー
ム
と
し
て
の
一
体
感
は
、

練
習
や
試
合
で
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
直
結
し
ま
す
。

　
今
後
も
チ
ー
ム
一
丸
と
な

り
、「
日
本
一
」
を
目
標
に

練
習
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

主
将

�
市
川
　
周
志
（
法
３
年
）

　
刑
事
学
研
究
会
に
は
現
在

52
人
の
部
員
が
所
属
し
て
い

ま
す
。活
動
内
容
は
、警
察
署

見
学
な
ど
将
来
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
に
向
け
た
勉
強
会
、
世

田
谷
地
域「
地
域
交
流
ラ
ボ
」

へ
の
参
加
、
地
域
の
お
祭
り

や
Ｂ
Ｂ
Ｓ
（Big Brothers 

and Sisters

）
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

　
私
は
１
年
生
の
時
か
ら
刑

事
学
研
究
会
に
所
属
し
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に

力
を
入
れ
た
の
は
世
田
谷
地

域「
地
域
交
流
ラ
ボ
」で
す
。

こ
の
活
動
は
世
田
谷
区
の
取

り
組
み
で
、
学
生
と
地
域
の

方
々
が
交
流
し
、
世
田
谷
地

域
が
よ
り
活
性
化
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
私

は
こ
の
活
動
に
１
年
生
か
ら

参
加
し
、
２
年
生
で
は
大
学

の
代
表
と
し
て
地
域
の
「
防

災
」
と
「
防
犯
」
の
現
状
と

課
題
を
把
握
し
、
地
域
の

方
々
と
一
緒
に
地
区
の
抱
え

る
課
題
の
解
決
を
目
指
し
て

活
動
し
ま
し
た
。
活
動
を
通

じ
て
地
域
の
方
々
と
の
交
流

の
楽
し
さ
や
つ
な
が
り
を
感

じ
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会

の
大
切
さ
、
そ
し
て
地
域
社

会
と
共
生
し
て
い
く
こ
と
の

必
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
決
し
て
簡
単
な

道
の
り
で
は
な
く
、
地
域
の

方
々
と
の
信
頼
関
係
を
築
く

こ
と
の
難
し
さ
や
後
輩
へ
の

指
導
方
法
な
ど
課
題
は
多
く

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、

顧
問
の
先
生
を
は
じ
め
と
す

る
多
く
の
方
々
の
お
力
添
え

が
私
の
支
え
と
な
り
、
課
題

を
乗
り
越
え
、
活
動
を
継
続

で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

環
境
で
活
動
で
き
た
こ
と
は

本
当
に
幸
福
な
こ
と
で
し
た
。

　
刑
事
学
研
究
会
に
所
属
す

る
部
員
の
多
く
は
将
来
警
察

官
を
は
じ
め
と
し
た
公
務
員

に
な
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。
本
研
究
会
で
仲
間

と
出
会
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
知

識
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
活
動

を
通
し
て
経
験
を
積
む
こ
と

で
、
そ
の
目
標
が
着
実
に
達

成
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

ハンドボール部（男子）

刑
事
学
研
究
会

№44

活
躍
す
る

　
ス
ポ
ー
ツ

自
己
ベ
ス
ト
Ⅴ

　
ま
た
、男
子
団
体
形
で
は
、

本
学
が
３
位
に
、
群
馬
県
と

し
て
出
場
し
た
本
島
照
英
選

手
（
体
育
３
年
）、
尾
張
隆

晟
選
手
（
同
１
年
）
が
準
優

勝
に
輝
い
た
。

▼
男
子
団
体
形
＝
大
成
輝
波

選
手
（
体
育
３
年
）、
柴
谷

海
選
手
（
同
）、
藤
田
康
紘

選
手
（
同
）

中村選手
男子60㌔級


